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牧

野

悠

一
、『
柳
生
武
芸
帳
』
の
�
謎
�

第
二
八
回
芥
川
賞
（
昭
和
二
七
年
度
後
半
期
）
を
授
賞
し
た
松
本
清
張
は
、
歴
史
小
説
を
経
た
後
に
推
理
小
説
へ
と
進
出
し
、
い

わ
ゆ
る「
社
会
派
」ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
早
く
大
内
茂
男
は
、
清
張
作
品
の
有
す
る
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ

ト
に
重
点
を
置
く
傾
向
を
指
摘
し
て
い（

１
）る

が
、
作
者
自
身
の
意
識
は
、「
推
理
小
説
の
読
者
」（『
婦
人
公
論
』
昭
和
三
三
年
五
月
、

原
題
「
推
理
小
説
時
代
」）
に
詳
し
い
。
清
張
は
、
こ
れ
ま
で
の
推
理
小
説
に
顕
著
な
閉
鎖
性
を
指
摘
し
、「
読
み
巧
者
の
、
専
門
的

な
、
い
わ
ゆ
る
「
推
理
小
説
の
鬼
」」
だ
け
で
な
く
、「
教
養
は
低
く
な
い
」「
中
間
小
説
の
読
者
を
獲
得
す
る
」
た
め
、「
読
者
に
実

感
を
与
え
る
」
必
要
を
述
べ
る
。
マ
ニ
ア
か
ら
は
「
ト
リ
ッ
ク
だ
け
が
賞
賛
さ
れ
る
」
た
め
に
児
戯
的
、
非
現
実
的
と
な
り
、
却
っ

て
対
象
読
者
を
狭
め
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
作
品
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
付
与
す
る
た
め
「
動
機
に
さ
ら
に
社
会
性
が
加
わ
る
こ
と
を
主

張
」
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
過
剰
に
先
鋭
化
し
た
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
（�
い
か
に
�）
か
ら
、「
生
活
に
密
着
し
た
」
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト

（�
な
ぜ
�）
へ
と
、
解
か
れ
る
べ
き
�
謎
�
―
―
読
者
の
興
味
の
中
心
と
な
る
よ
う
、
作
者
が
意
図
的
に
設
け
た
テ
キ
ス
ト
の
欠
落

―
―
の
重
心
を
移
行
さ
せ
た
こ
と
が
、
清
張
の
選
択
し
た
戦
略
で
あ
る
。

（５７）



で
は
、
清
張
と
時
を
同
じ
く
し
て
芥
川
賞
作
家
と
な
っ
た
、
五
味
康
祐
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
上
記
の
戦
略
に
よ
っ
て
清
張
が
堡

塁
を
固
め
て
い
く
期
間
は
、
五
味
の
代
表
作
と
し
て
名
高
い
「
柳
生
武
芸
帳
」（
昭
和
三
一
年
二
月
十
九
日
〜
三
三
年
十
二
月
二
二

日
）の
、
新
創
刊
さ
れ
た『
週
刊
新
潮
』に
お
け
る
連
載
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
作
は
、
周
知
の
通
り
未
完
で
あ
る
。

争
奪
の
対
象
と
な
る
巻
物
『
柳
生
武
芸
帳
』（
以
下
、『
武
芸
帳
』）
の
�
謎
�
も
、
つ
い
に
解
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。

宗
矩
は
言
っ
た
。

「
よ
い
か
な
、
武
芸
帳
と
名
づ
く
る
も
の
、
今
、
世
に
三
巻
あ
る
。（
中
略
）
過
ぐ
る
寛
永
五
年
、
高
仁
親
王
御
急
逝
に
つ
い

で
第
二
皇
子
の
御
他
界
に
も
我
ら
柳
生
者
が
暗
躍
致
し
た
。（
中
略
）
そ
の
時
の
、
密
命
を
蒙
っ
た
者
の
姓
名
が
、
そ
の
武
芸

帳
に
列
挙
さ
れ
て
居
る
と
い
わ
れ
る
」

「
！
―
―
」

「
皆
で
は
な
い
ぞ
。
そ
の
中
の
、
誰
か
じ
ゃ
（
中
略
）
武
芸
帳
三
巻
、
こ
と
ご
と
く
を
揃
え
ね
ば
、
分
か
ら
ぬ
の
じ
ゃ
」（「
江

戸
集
結
」）

後
水
尾
天
皇
の
幕
府
に
対
す
る
瞋
恚
か
ら
、
徳
川
秀
忠
の
孫
に
当
た
る
両
皇
子
は
暗
殺
さ
れ
た
。
こ
の
「
密
命
を
果
し
た
」
者
が
、

柳
生
但
馬
守
宗
矩
の
直
門
弟
子
中
の
誰
で
あ
る
か
が
、
全
編
を
貫
く
興
味
の
中
心
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
推
理
小
説
の
異
称
で

も
あ
る
よ
う
に
、
原
初
的
な
�
謎
�
の
か
た
ち
、
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
（�
誰
か
�）
の
吸
引
力
が
、
読
者
を
惹
き
付
け
る
一
因
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
三
巻
が
揃
う
こ
と
な
く
中
絶
さ
れ
た
た
め
、
櫻
井
秀
勲
が「
到
底
名
作
と
は
い
え
な
い
」と
し（

２
）た

よ
う
に
、

現
在
で
も
評
価
は
毀
誉
褒
貶
半
ば
し
て
い
る
。

終
盤
「
武
芸
帳
を
解
け
る
た
っ
た
一
人
の
お
方
」
で
あ
る
松
吟
庵
（
柳
生
石
舟
斎
宗
厳
の
弟
）
の
死
が
告
げ
ら
れ
、
結
局
は
実
行
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犯
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
確
か
に
多
く
の
登
場
人
物
が
跳
梁
し
、
錯
綜
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
の
把
握
さ
え
困
難
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
だ
が
、『
武
芸
帳
』に
仕
組
ま
れ
た
暗
号
ま
で
も
が
難
解
だ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
作
中
人
物
こ
そ
通
読
不
可
能
で
あ
る
も
の
の
、

鍵
と
な
る
三
巻
の
内
容
は
す
べ
て
、
作
品
前
半
ま
で
に
読
者
の
目
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
フ
ェ
ア
な
�
謎
�
で
あ
れ
ば
、
併
読

で
謎
解
き
が
叶
う
べ
く
巧
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、『
武
芸
帳
』
の
テ
キ
ス
ト
が
い
か
に
生
成
さ
れ
た
か
に
鑑
み

れ
ば
、
作
者
が
誰
を
犯
人
に
仕�

立�

て�

上�

げ�

よ�

う�

と�

し�

て�

い�

た�

か�

を
、
絞
り
込
む
こ
と
は
で
き
る
。

『
武
芸
帳
』
と
は
、
①
下
命
者
の
候
補
た
る
弟
子
を
宗
矩
が
列
挙
し
た
「
連
名
状
」
②
江
戸
か
ら
柳
生
へ
至
る
東
海
道
の
里
程
を

記
し
た
「
絵
図
面
」
③
太
刀
を
構
え
た
人
体
図
に
、
構
え
の
名
称
と
遣
い
手
の
姓
名
を
記
し
た
も
の
（
以
下
、
便
宜
的
に
「
太
刀
す

じ
図
」
と
呼
称
す
る
）
以
上
三
巻
だ
が
、「
連
名
状
」
お
よ
び
「
太
刀
す
じ
図
」
は
、
堀
正
平
『
大
日
本
剣
道（

３
）史

』（
昭
和
九
年
五
月
、

剣
道
書
刊
行
会
）
が
典
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
太
刀
す
じ
図
」
の
「
寒
夜
聞
レ
霜
の
太
刀
」「
一
葉
浮
水

の
構
え
」
等
の
技
名
は
、
収
録
さ
れ
た
伝
書
『
京
流
形
』
に
「
寒
夜
聞
レ
霜
位
」「
一
葉
浮
水
位
」
の
語
が
見
え
、「
太
刀
を
構
え
た

人
体
を
黒
く
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
」
た
と
い
う
『
武
芸
帳
』
の
形
容
通
り
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
一
葉
浮
水
の
構
え
」
が
、

対
手
の
太
刀
を
打
ち
落
と
す
新
陰
流
「
浮
舟
」
の
太
刀
捌
き
に
対
抗
す
る
た
め
編
ま
れ
た
、「
太
刀
の
叩
き
落
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

次
の
技
に
入
る
恐
る
べ
き
奥
旨
」
と
い
う
剣
戟
描
写
も
、
収
録
さ
れ
た
『
新
陰
流
の
伝
書
』
に
あ
る
、
一
方
が
他
方
の
太
刀
を
打
ち

落
と
し
た
「
浮
舟
」
の
図
か
ら
着
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
回
「
陰
流
」
で
の
、
敵
役
山
田
浮
月
斎
の
師
、
疋
田
文
五
郎
の
経
歴

中
、「
中
津
城
に
旧
主
細
川
忠
興
を
訪
う
て
兵
法
を
講
述
し
て
百
五
十
石
、
後
三
百
五
十
石
を
以
て
仕
え
、
門
下
に
上
野
左
馬
之
助

を
出
し
た
」
と
す
る
記
述
が
、『
大
日
本
剣
道
史
』
の
テ
キ
ス
ト
と
合
致
し
て
お
り
、
構
想
段
階
か
ら
本
書
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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第
一
の
『
武
芸
帳
』
で
あ
る
「
連
名
状
」
が
、

伊
勢
津
藩

柳
生
源
太
夫

越
前
福
井

出
淵
平
兵
衛

肥
後
熊
本

田
中
甚
兵
衛

会
津
藩

小
瀬
源
内

肥
前
鍋
島

弓
削
三
太
夫

と
書
き
連
ね
る
体
裁
自
体
に
、
参
照
史
料
か
ら
の
影
響
を
認
め
ら
れ
る
。『
大
日
本
剣
道
史
』
で
は
、
柳
生
宗
矩
の
項
に
、
門
下
の

二
十
余
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
一
部
を
引
用
す
る
と
、

伊

勢
津

藩

柳
生
源
太
夫

同

津
田
武
太
夫

大

和
狭
川
住

狭
川
甲
斐
守

越

前
福

井

出
淵
平
兵
衛

肥

後
熊

本

田
中
其
兵
衛

会
津
藩

小
瀬
源
内

の
よ
う
に
、「
連
名
状
」
と
同
形
式
で
、
各
藩
の
兵
法
者
名
が
示
さ
れ
て
い（

４
）る

。「
笠
間
九
兵
衛
」
を
「
笠
間
又
兵
衛
」
と
し
た
よ
う

に
、
些
少
の
改
変
が
施
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
柳
生
兵
庫
の
変
名
と
判
明
す
る
「
汀
佐
五
右
衛
門
」
や
、
作
中
に
登
場
し
な
い
「
出

淵
平
兵
衛
」「
多
羅
尾
又
兵
衛
」
の
名
も
史
料
に
見
え
る
。
こ
の
リ
ス
ト
お
よ
び
柳
生
石
舟
斎
の
子
女
一
覧
に
、
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
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姓
名
す
ら
存
在
し
な
い
の
は
、「
弓
削
三
太
夫
」
だ
け
で
あ
る
。

名
簿
に
紛
れ
込
ん
だ
唯
一
の
架
空
人
物
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
、「
柳
生
流
の
実
態
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
て

い
る
」
肥
前
小
城
藩
主
鍋
島
元
茂
の
隠
密
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
史
実
の
元
茂
は
、
正
保
三
年
三
月
、
柳
生
宗
矩
か
ら
著
書
『
兵
法

家
伝
書
』
を
贈
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
作
品
初
期
よ
り
名
が
示
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
物
語
の
進
展
に
伴

い
、「
連
名
状
」
の
人
物
が
次
々
と
落
命
し
て
い
く
が
、
弓
削
三
太
夫
は
、
連
載
終
了
時
の
数
少
な
い
生
存
者
と
な
る
。
鍋
島
主
従

に
は
、
疑
う
に
足
る
だ
け
の
状
況
証
拠
が
積
み
重
な
る
の
だ
。

解
読
の
方
法
は
、
あ
く
ま
で
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
試
み
に
一
例
を
示
し
て
み
よ
う
。「
連
名
状
」
で
多
羅
尾
又
兵
衛
の
仕
官

泉

先
は
、
奇
妙
に
も
空（

５
）白

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
不
自
然
さ
を
鍵
と
と
ら
え
、『
大
日
本
剣
道
史
』
を
用
い
て
補
填
す
る
と
、「
岸
和

州田
岡�

部�

」（
傍
点
引
用
者
）
と
な
る
。
続
い
て
「
絵
図
面
」
に
は
、「
○
岡�

部�

江
戸
屋
清
左
衛
門
方
ニ
テ
と
ま
り

一
里
廿
九�

丁
」

（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、「
太
刀
す
じ
図
」
を
見
る
と
、
挙
げ
ら
れ
た
十
兵
法
者
中
、
は
た
し
て
弓
削
三
太
夫
は
、
九�

人
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
牽
強
付
会
で
あ
り
、
戦
時
中
は
暗
号
兵
と
し
て
従
軍
し
た
五
味
が
、
よ
り
鮮
や
か
な
解

法
を
用
意
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
正
解
が
誰
な
の
か
で
は
な
く
、『
武
芸
帳
』
の

テ
キ
ス
ト
に
封
じ
ら
れ
た
�
謎
�
が
、
い
ず
れ
解
か
れ
る
べ
く
記
述
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
の
高
さ
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作

品
評
の
多
さ
に
反
し
、『
武
芸
帳
』
の
能
動
的
な
解
読
の
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
絶
作
品
な
が
ら
「
大
菩
薩
峠
」
や
「
神
州
纐
纈
城
」
な
ど
は
大
衆
文
学
中
声
価
が
高
い
が
、
そ
れ
ら
と
は
未
完
の
性
質
が
異
な

る
。
当
初
か
ら
謎
解
き
が
帰
結
点
と
な
る
よ
う
、
鍵
と
な
る
テ
キ
ス
ト
ま
で
提
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
終
盤
で
は
「
連
名
状
」
に

残
る
名
も
わ
ず
か
で
あ
り
、
強
引
で
あ
ろ
う
と
完
結
の
手
段
も
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
者
は
準
備
し
て
い
た
で
あ
ろ

（６１）
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う
�
謎
�
の
答
え
を
放
擲
し
た
。
解
か
れ
う
る
�
謎
�
す
ら
闇
に
葬
っ
た
五
味
は
、
そ
の
後
も
多
く
の
作
品
を
未
完
に
終
わ
ら
せ
て

い（
６
）る

。
没
後
に
は
、「
五
味
さ
ん
の
長
篇
は
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
」
山
田
風
太
郎
で
す
ら
、「
五
味
康
祐
さ
ん
の
長
篇
は
、
非
常
に
面

白
い
の
に
、
未
完
の
も
の
が
多
い
そ
う
で
あ
る
」
と
述
懐
し
て
い（

７
）る

が
、
そ
の
よ
う
な
作
家
像
を
決
定
づ
け
た
の
が
「
柳
生
武
芸
帳
」

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
作
品
完
結
、�
謎
�
の
解
決
と
い
う
、
自
明
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
か
ら
の
逸
脱
は
、
五
味
の
作
家
生
命
を

縮
め
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
稲
木
新
が
「
夕
映
え
剣
士
」（『
面
白
倶
楽
部
』
昭
和
二
九
年
十
二
月
）
を
、「
明
瞭
さ
が
、
こ

の
作
品
を
「
喪
神
」
ほ
ど
の
名
作
に
な
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
」
と
し（

８
）た

よ
う
に
、
五
味
作
品
は
、
し
ば
し
ば
複
雑
さ
、
難
解
さ
を

評
価
さ
れ
る
。
五
味
を
「
オ
プ
ス
キ
ュ
ラ
ン
チ
ス
ム
（
反
啓
蒙
主
義
、
蒙
昧
主
義
）
の
子
供
」
と
規
定
し
た
多
田
道
太
郎
の
「
作
者

の
オ
プ
ス
キ
ュ
ラ
ン
チ
ス
ム
は
、
明
確
な
答
え
を
は
ば
む
。
こ
の
「
拒
絶
」
に
読
者
は
、
作
者
の
美
意
識
の
あ
り
よ
う
を
見
る
べ
き

で
あ
る
」
と
い
う
提（

９
）言

は
、
奇
妙
な
評
価
軸
を
定
着
さ
せ
た
と
い
え
る
。

五
味
登
場
以
前
の
ジ
ャ
ン
ル
認
識
と
し
て
、
鶴
見
俊
輔
は
「
大
衆
小
説
は
型
の
芸
術
で
あ
る
故
（
中
略
）
き
ま
り
文
句（cliché,

trite

）
を
、
い
と
わ
ず
使
う
文
体
で
あ
る
。
純
文
芸
の
作
者
で
あ
れ
ば
（
中
略
）
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
キ
マ
リ
文
句
を
、
大
衆
小

説
家
は
は
ず
か
し
気
も
な
く
、
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
」
と
指
摘
し
て
い（

１０
）る

が
、「
大
衆
的
」
が
平
明
さ
の
謂
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
、「
型
の
芸
術
」
で
あ
る
大
衆
小
説
と
難
解
さ
は
、
相
容
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
多
田
の
指
摘
と
同
様
に
、
大
井
広
介
が

「
武
芸
帳
な
る
も
の
が
、
ど
う
い
う
も
の
で
、
何
故
争
奪
戦
を
招
い
て
い
る
か
、
い
ま
だ
に
編
集
子
に
も
さ
っ
ぱ
り
分
ら
な
い
様
子

な
の
は
、
甚
だ
愉
快
で
あ
る
」
と
不
可
解
を
愉
し（

１１
）み

、
池
内
紀
が
「
尻
き
れ
と
ん
ぼ
の
、
へ
ん
て
こ
な
終
わ
り
方
こ
そ
、
こ
の
小
説

に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
未
解
決
に
好
意
的
で
あ（

１２
）る

よ
う
に
、「
柳
生
武
芸
帳
」
に
お
い
て
は
、
難
解
さ
自
体
が
作
品
価
値
に
転
換
さ
れ

て
お
り
、
結
果
と
し
て
�
謎
�
の
解
明
は
副
次
的
な
問
題
へ
変
位
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
受
容
態
度
を
作
者
が
醸
成
さ
せ
得
た
と
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す
れ
ば
、
解
か
れ
う
る
�
謎
�
を
あ
え
て
未
解
決
と
し
興
趣
を
維
持
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
し
た
た
か
な
対
読
者
戦
略
と
と
ら
え
ら

れ
る
。
で
は
、
特
異
な
�
謎
�
の
有
り
様
は
、
ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、�
な
ぜ
�
か
ら
�
い
か
に
�
へ

五
味
の
芥
川
賞
受
賞
作
「
喪（

１３
）神

」（『
新
潮
』
昭
和
二
七
年
十
二
月
）
は
、
文
壇
的
処
女
作
で
あ
る
ば
か
り
か
、
自
身
初
め
て
の
時

代
小
説
を
、
直
木
三
十
五
『
剣
豪
伝
』（
昭
和
二
六
年
六
月
、
同
光
社
）
を
典
拠
に
、
わ
ず
か
数
日
で
仕
立
て
た
も
の
だ
っ
た
。
選

後
評
（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
二
八
年
三
月
）
で
は
、
選
考
委
員
中
、
佐
藤
春
夫
と
坂
口
安
吾
が
、
ひ
と
き
わ
強
力
に
推
輓
し
て
い
る
。

佐
藤
は
「
表
現
力
」
を
、
安
吾
も
ま
た
「
極
め
て
独
創
的
な
造
形
力
」
を
賞
賛
し
た
。
安
吾
は
「
文
芸
時
評
」（『
新
潮
』
昭
和
二
八

年
四
月
〜
八
月
）
で
も
本
作
を
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
造
形
力
」
を
、「
幻
想
を
実
在
さ
せ
る
力
」
と
換
言
す
る
。「
極
意

を
つ
く
る
こ
と
」
と
そ
れ
を
「
生
か
す
だ
け
の
描
写
上
の
造
形
力
」
と
の
相
応
に
、「
芸
術
」
と
し
て
の
評
価
を
与
え
た
。
安
吾
の

興
味
は
、
幻
想
の
剣
の
創
出
・
描
出
に
集
中
し
て
い
る
。
臆
病
心
に
由
来
す
る
防
御
本
能
を
究
め
、
敵
を
無
意
識
の
う
ち
に
仆
す

「
夢
想
剣
」の
遣
い
手
、
瀬
名
波
幻
雲
斎
信
伴
が
、
仆
し
た
対
手
の
息
子
に
、
伝
授
し
た「
夢
想
剣
」に
よ
っ
て
斬
ら
れ
る
物
語
は
、

�
剣
豪
小
説
�
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
確
立
し
た
と
文
学
史
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
作
品
の
授
賞
は
、
や
は

り
批
判
を
招
来
し
た
。
例
え
ば
、
神
西
清
は
「
妖
術
に
も
似
た
剣
技
を
、
大
衆
小
説
ば
り
の
擬
古
典
的
文
体
で
つ
づ
っ
た
も
の
」
と

断
じ（

１４
）た

の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
賛
否
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
夢
想
剣
」
の
解
釈
が
評
価
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
作
品
の
テ
ー
マ
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
五
味
は
「
私
小
説

芥
川
賞
」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』
昭
和
三
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八
年
十
二
月
）
で
、「
テ
ー
マ
は
一
人
の
男
の
自
殺
」
だ
と
語
っ
て
い
る
。
後
年
の
「
野
良
犬
と
『
喪
神
』」（『
別
冊
文
藝
春
秋
』
昭

和
五
十
年
六
月
）
で
は
「
主
人
公
は
防
禦
本
能
だ
け
で
無
意
識
に
相
手
を
斃
し
て
き
た
剣
術
者
で
あ
る
。（
中
略
）
自
己
嫌
悪
か
ら

自
刃
し
よ
う
と
し
て
も
、
防
禦
本
能
に
復
讐
さ
れ
短
刀
な
ぞ
知
ら
ぬ
う
ち
に
投
げ
捨
て
て
い
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
自
分
の
分
身
を

創
っ
て
、
殺
さ
れ
る
ほ
か
は
あ
る
ま
い
」
と
、
さ
ら
に
詳
し
い
。
な
ぜ
試
合
に
出
場
し
た
か
、
な
ぜ
「
夢
想
剣
」
を
相
伝
し
た
か
、

な
ぜ
弟
子
の
会
得
を
悟
る
と
「
あ
や
し
い
会
心
の
笑
み
」
を
う
か
べ
た
か
等
の
疑
問
は
、
幻
雲
斎
が
必
勝
不
敗
の
自
殺
志
願
者
だ
っ

た
と
い
う
動
機
に
よ
り
、
た
し
か
に
解
決
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
テ
ー
マ
に
則
し
た
動
機
は
、
作
者
の
開
陳
以
前
の
言
説
を
見

る
限
り
、
十
分
な
理
解
を
得
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
主
だ
っ
た
議
論
は
、
結
末
部
に
集
中
し
て
い
る
。
阿
川
弘
之
は
、「
幻
雲

斎
が
、
旅
立
つ
て
行
く
哲
郎
太
の
背
に
、
に
は
か
に
仕
込
杖
の
刃
を
投
げ
か
け
る
所
は
、
ど
う
い
ふ
気
持
か
ら
な
の
か
、
私
は
い
さ

さ
か
理
解
に
苦
し
ん
だ
」
と
、「
作
者
の
解
釈
」
を
求
め
て
い（

１５
）る

。
先
に
示
し
た
佐
藤
春
夫
の
選
後
評
で
は
、「
思
ふ
に
幻
雲
斎
は
哲

郎
太
の
手
に
か
か
つ
て
果
て
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
彼
に
打
た
れ
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
が
、「
覚
悟
」
と
あ
る
よ
う
に
、
従
来
の

仇
討
物
の
文
脈
に
則
し
た
読
解
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な「
仇
を
討
た
せ
て
や
っ
た
」と
す
る
解
釈
へ
の
反
駁
と
し
て
、
大
井
広
介
は
、

向
後
の
憂
い
を
除
く
た
め
の
襲
撃
と
と
ら
え
、「
臆
病
に
出
発
し
た
奇
剣
士
が
、
臆
病
心
か
ら
、
己
が
剣
理
に
滅
ん
で
い
っ
た
」
と

自
説
を
展
開
し
て
い（

１６
）る

。

も
と
よ
り
、
作
中
で
テ
ー
マ
は
明
言
さ
れ
ず
、
根
拠
と
な
る
テ
キ
ス
ト
は
空
白
に
等
し
い
。
受
賞
当
時
の
五
味
は
無
名
新
人
で
あ

り
、
謎
へ
回
答
を
も
た
ら
す
参
照
項
も
皆
無
で
あ
る
。
甲
論
乙
駁
が
交
わ
さ
れ
る
も
、
つ
い
に
作
者
の
意
図
と
の
合
致
に
到
ら
な

か
っ
た
。
テ
ー
マ
は
疎
外
さ
れ
な
が
ら
も
、
し
か
し
、
不
得
要
領
を
補
っ
て
余
り
あ
る
幻
想
の
剣
の
興
趣
が
、
作
品
評
価
の
担
保
と

し
て
機
能
し
た
。
奥
野
健
男
も
ま
た
、「
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学
の
無
意
識
と
、
パ
ブ
ロ
フ
の
条
件
反
射
学
説
を
、
巧
み
に
応
用
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し
た
奇
想
天
外
な
剣
豪
小
説
」
と
周
囲
に
「
解
説
」
し
た
と
い（

１７
）う

。�
謎
�
を
解
く
た
め
の
鍵
が
読
者
に
獲
得
不
能
で
あ
っ
て
も
、

剣
戟
描
写
の
卓
越
性
に
よ
り
、
新
鮮
な
作
品
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
当
時
は
時
代
小
説
ジ
ャ
ン
ル
自
体
が
低
潮
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
戦
中
戦
後
の
剣
戟
小
説
禁

圧
か
ら
開
放
さ
れ
た
記
念
碑
的
作
品
と
し
て
、
村
上
元
三
「
佐
々
木
小
次
郎
」（『
朝
日
新
聞
夕
刊
』
昭
和
二
四
年
十
二
月
一
日
〜
翌

年
十
二
月
三
一
日
）
は
認
知
さ
れ
て
い（

１８
）る

。
し
か
し
、
大
井
広
介
の
「
大
衆
文
芸
は
、
直
木
三
十
五
が
か
き
ま
く
つ
た
ぢ
ぶ
ん
か
ら

み
る
と
、
ひ
と
頃
の
ハ
リ
を
な
く
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と
い
う
嘆（

１９
）き

や
、『
講
談
倶
楽
部
』
昭
和
二
八
年
十
月
号
の

「
愛
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
に
寄
せ
ら
れ
た
、「
こ
の
懸
賞
は
、
い
く
ら
傑
作
で
あ
っ
て
も
、
時
代
小
説
に
は
票
が
集
ら
な
い
と
思
い
ま

す
」（
今
井
与
四
郎
「
☆
懸
賞
に
も
の
申
す
」）
と
い
う
人
気
投
票
へ
の
一
般
読
者
か
ら
の
意
見
が
示
す
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
時
代

小
説
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
中
心
に
返
り
咲
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
中
間
小
説
」
の
語
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

昭
和
二
十
年
代
末
、
純
文
学
作
家
の
娯
楽
雑
誌
進
出
が
既
成
事
実
化
し
て
い（

２０
）た

状
況
下
に
、
時
代
小
説
作
品
に
芥
川
賞
が
与
え
ら
れ

た
事
件
は
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
だ
っ
た
。
反
応
は
、
強
力
な
要
請
と
し
て
表
れ
る
。『
面
白
倶
楽
部
』
編
集
者
だ
っ
た
櫻
井
秀
勲

は
「
こ
れ
か
ら
の
大
衆
小
説
は
純
文
学
と
の
結
合
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
特
に
時
代
小
説
界
は
大
家
が
君
臨
し
、
門
弟
制
度

的
な
有
様
で
ぜ
ひ
新
風
を
吹
き
こ
み
た
い
こ
と
」
を
主
張
し
、
五
味
を
口
説
い
た
と
い（

２１
）う

。
戦
前
に
出
発
し
た
長
谷
川
伸
門
下
の
大

衆
作
家
は
、
比
較
的
年
少
の
村
上
元
三
、
山
岡
荘
八
等
ま
で
が
明
治
生
ま
れ
で
、
若
い
書
き
手
を
俟
つ
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

は
、
櫻
井
の
言
説
か
ら
も
覗
え
よ
う
。
懇
望
に
応
じ
た
「
秘
剣
」（『
面
白
倶
楽
部
』
昭
和
二
九
年
三
月
）
を
皮
切
り
に
、
メ
デ
ィ
ア

の
用
意
し
た
沃
野
に
取
り
込
ま
れ
た
五
味
は
、�
剣
豪
ブ
ー
ム
�
の
旗
手
と
し
て
、
他
動
的
に
流
行
作
家
化
し
て
い
く
。
早
く
も
昭

和
三
十
年
末
に
は
、「�
剣
豪
も
の
�
の
ペ
ン
豪
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
昭
和
三
十
年
十
二
月
二
五
日
）
た
る
名
声
を
獲
得
す
る
に
至
っ
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た
。「
つ
い
こ
の
間
ま
で
文
壇
は
お
ろ
か
一
般
大
衆
の
中
で
も
ハ
ナ
も
ひ
っ
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
か
す
ん
だ
存
在
」
の
剣
豪

が
、「
読
書
界
に
限
ら
ず
放
送
、
ス
テ
ー
ジ
に
今
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
一
つ
の
ブ
ー
ム
」
を
呼
び
、「
そ
の
中
で
最
も
腕
の
冴
え
を
み

せ
た
」
寵
児
と
な
る
ま
で
の
作
品
に
は
、
五
味
の
芥
川
賞
体
験
か
ら
得
た
教
訓
が
随
所
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

五
味
は
、
昭
和
二
九
年
以
降
、『
面
白
倶
楽
部
』『
別
冊
文
藝
春
秋
』『
オ
ー
ル
読
物
』
と
い
っ
た
中
間
小
説
誌
を
中
心
に
剣
豪
小

説
を
発
表
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
「
秘
剣
」
で
は
、「
故
意
に
討
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
決
闘
へ
解
釈
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

テ
キ
ス
ト
の
空
白
は
埋
ま
り
、
動
機
に
関
す
る
�
謎
�
も
作
品
内
で
解
決
さ
れ
る
。
充
填
に
用
い
た
の
が
、
佐
藤
春
夫
ら
が
提
示
し

た
、
五
味
に
と
っ
て
の
誤
読
で
あ
る
点
に
も
、
先
行
作
品
へ
の
強
い
意
識
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
議
論
の
争
点
と
な
っ
た
、
技

を
伝
授
し
た
師
が
、
弟
子
の
手
で
斬
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
は
、「
夕
映
え
剣
士
」
で
反
復
さ
れ
た
。
秘
剣
の
遣
い
手
が
死
を
覚
悟
し
た

心
裡
も
、
明
瞭
に
語
ら
れ
る
。「
せ
め
て
死
ぬ
る
も
の
な
ら
、
自
分
で
自
分
の
編
ん
だ
太
刀
の
斬
れ
味
に
か
か
っ
て
死
に
た
い
」
た

め
に
、
秘
剣
を
「
見�

た�

だ�

け�

で
会
得
」（
傍
点
原
文
）
す
る
こ
と
を
望
み
、
達
成
は
「
太
刀
に
手
応
え
が
残
っ
た
」
と
い
う
、
末
尾

の
身
体
的
描
写
か
ら
容
易
に
諒
解
で
き
よ
う
。

む
し
ろ
作
品
で
は
、
剣
の
趣
向
に
創
作
の
力
点
が
置
か
れ
る
。「
秘
剣
」
で
は
鍔
に
隠
れ
た
拇
指
を
斬
る
剣
が
、「
夕
映
え
剣
士
」

で
は
対
象
を
視
る
こ
と
な
く
斬
る
技
が
描
か
れ
る
。
幻
想
の
剣
へ
の
焦
点
化
は
、「
喪
神
」
に
描
か
れ
た
剣
へ
の
高
評
価
を
受
け
、

期
待
に
応
じ
る
べ
く
試
み
た
作
為
で
あ
ろ（

２２
）う

。
評
価
が
作
者
に
還
元
し
、
授
賞
の
「
感
想
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
二
八
年
三
月
）
で

述
べ
た
、「
自
分
に
も
未
知
な
文
学
上
の
可
能
を
試
し
て
ゆ
く
こ
れ
か
ら
の
仕
事
」
と
し
て
意
識
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く

な
い
。
需
用
に
忠
実
に
応
じ
た
こ
と
は
、
ブ
ー
ム
下
で
優
位
を
保
つ
、
他
作
家
と
の
差
別
化
に
も
有
効
だ
っ
た
。「
夕
映
え
剣
士
」

は
、
柳
生
流
の
庄
田
喜
左
衛
門
と
松
田
心
陰
流
・
松
田
織
部
之
助
の
決
闘
に
取
材
し
て
い（

２３
）る

が
、
近
い
時
期
に
同
事
件
を
扱
っ
た
松

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
三
号

（６６）



本
清
張
「
柳
生
一
族
」（『
小
説
新
潮
』
昭
和
三
十
年
十
月
）、
山
田
風
太
郎
「
死
顔
を
見
せ
る
な
」（『
読
切
傑
作
倶
楽
部
』
昭
和
三

一
年
十
月
）
で
は
、
新
た
な
剣
技
の
創
出
・
描
写
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
中
山
義
秀
や
村
雨
退
二
郎
等
、
ブ
ー
ム
に
反
応
し
た
作
家

は
多
か
っ
た
が
、
剣
の
虚
構
性
に
お
い
て
一
頭
地
を
抜
く
独
自
性
に
よ
り
、「
チ
ャ
ン
ピ
オ（

２４
）ン

」
と
さ
え
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
作
家

や
批
評
家
の
よ
う
な
読
み
巧
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
読
者
の
人
気
も
ま
た
、
幻
想
の
剣
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
と
見
て
問
題
な
い
だ

ろ
う
。五

味
文
学
の
魅
力
は
、
読
書
界
の
人
気
を
さ
ら
つ
た
観
が
あ
る
。
こ
の
作
者
の
も
つ
独
得
の
サ
ス
ペ
ン
ス
、
ト
リ
ッ
ク
の
す
ば

ら
し
さ
が
、
現
代
の
ク
イ
ズ
時
代
の
嗜
好
に
ぴ
た
り
と
あ
て
は
ま
つ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
！

右
は
『
文
藝
春
秋
』
昭
和
三
一
年
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
短
篇
連
作
『
剣
法
奥
儀
』（
昭
和
三
一
年
八
月
、
文
藝
春
秋
新
社
。

連
載
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』
同
年
一
月
〜
六
月
）
の
広
告
惹
句
で
あ
る
。
一
般
読
者
の
興
味
、
も
し
く
は
広
告
に
規
定
さ
れ
る
興
味
の

方
向
性
を
、
端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

惹
句
で
「
ト
リ
ッ
ク
」
と
語
ら
れ
た
剣
戟
描
写
は
、
同
様
に
殺
人
を
扱
う
ジ
ャ
ン
ル
、
推
理
小
説
で
い
う
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
の
興
味

に
訴
え
る
趣
向
と
い
え
る
。
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
松
本
清
張
は
「
教
養
は
低
く
な
い
」「
中
間
小
説
の
読
者
を
獲
得
す
る
」

た
め
、
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト
へ
と
創
作
の
力
点
を
移
し
た
。
対
し
て
、
五
味
の
芥
川
賞
作
品
か
ら
剣
豪
小
説
へ
の
流
れ
は
、
ホ
ワ
イ
ダ

ニ
ッ
ト
か
ら
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
へ
の
重
心
移
動
で
あ
り
、
清
張
の
読
者
獲
得
戦
略
に
逆
行
し
て
い
る
。「
喪
神
」
を
佐
藤
春
夫
が
選
後

評
で
「
史
的
幻
想
」
と
評
し
た
よ
う
に
、
剣
豪
小
説
で
は
読
者
の
「
生
活
に
密
着
」
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
非
現
実
的
な
超
人

技
、
つ
ま
り
「
ト
リ
ッ
ク
の
す
ば
ら
し
さ
」
が
要
求
さ
れ
た
か
ら
だ
。「
喪
神
」
へ
の
反
応
が
読
者
拡
大
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
内

在
化
さ
れ
、
新
作
を
生
ん
で
い
く
連
鎖
と
、
需
要
と
の
合
致
が
導
い
た
流
行
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
動
機
の
説
明
に
よ
っ
て
、
理
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解
を
容
易
に
す
る
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト
と
同
様
、「
臆
病
」
か
ら
発
す
る
「
本
能
の
防
禦
」
と
説
明
さ
れ
た
形
而
上
的
技
術
か
ら
、
鍔

に
隠
れ
た
拇
指
を
斬
よ
う
な
物
理
的
現
象
へ
と
、
芥
川
賞
作
品
か
ら
中
間
小
説
誌
へ
の
越
境
に
伴
い
、
具
体
化
、
明
解
化
へ
の
配
慮

は
示
さ
れ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
作
者
は
、
自
ら
の
編
ん
だ
テ
ー
マ
に
基
づ
き
「
喪
神
」
を
描
い
て
い
る
。
自
殺
願
望
か
ら
弟
子
を
育
て
る
と
い

う
、
動
機
の
解
読
を
期
待
す
る
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
の
意
に
反
し
、
示
さ
れ
た
の
は
誤
答
ば
か
り
だ
っ
た
。
読
み
取
れ
る

よ
う
記
述
し
た
つ
も
り
で
も
、「
あ
や
し
い
会
心
の
笑
み
」
の
一
語
だ
け
で
は
、
予
備
知
識
を
持
た
な
い
読
者
の
解
読
は
至
難
で
あ

ろ
う
。
暗
示
効
果
へ
の
過
信
は
疑
う
べ
く
も
な
く
、
自
作
を
客
観
視
し
得
な
い
視
野
狭
窄
と
も
と
ら
え
ら
れ
る
。
選
後
評
で
佐
藤
春

夫
は
、「
描
か
ず
説
か
ず
そ
れ
で
ゐ
て
判
る
人
に
は
自
然
と
判
る
」
と
い
う
「
省
筆
」
を
褒
賞
し
た
が
、
佐
藤
自
身
が
五
味
の
意
図

を
離
れ
た
解
釈
を
示
し
た
。
あ
え
て
語
り
尽
く
さ
な
い
方
法
に
よ
り
神
秘
性
は
高
め
ら
れ
た
が
、
過
度
な
朧
化
表
現
は
、
作
者
の
意

図
か
ら
構
築
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
も
判
読
困
難
に
し
て
し
ま
っ
た
。
主
な
読
者
は
、
霞
ん
で
判
然
と
し
な
い
�
朧
�
で
あ
る
主
題
を
精

読
せ
ず
、
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
的
側
面
ば
か
り
に
着
目
し
て
い
た
。
反
響
を
咀
嚼
し
た
作
者
の
後
続
作
品
で
は
、
執
筆
媒
体
の
移
行
も
あ

り
、
意
識
的
な
平
易
化
、
あ
る
い
は
大
衆
化
が
行
わ
れ
、
抽
象
性
は
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
文
学
上
の
可
能
」
で
あ
る

剣
法
の
創
出
・
描
写
へ
の
野
心
が
、
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
。
新
趣
向
へ
の
意
欲
は
、
先
行
作
品
と
の
差
別
化
を
常
に
強
い
ら
れ

る
。
出
版
界
の
要
請
に
応
じ
た
連
作
で
、
作
者
に
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
が
、
一
般
読
者
の
理
解
力
と
の
ず�

れ�

へ
、
目
配
り
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
果
し
て
、
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
に
先
鋭
化
し
た
極
地
で
、
再
び
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
顕
在
化
し
た
。

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
三
号

（６８）



三
、
勝
敗
を
明
ら
め
よ

「
柳
生
武
芸
帳
」
以
前
、
最
も
話
題
性
の
強
か
っ
た
五
味
作
品
が
、「
柳
生
連
也
斎
」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
昭
和
三
十
年
十
月
）
で
あ

る
。
後
に
五
味
は
山
田
宗
睦
と
の
対
談
「
映
像
で
と
ら
え
た
剣
客
た
ち
」（『
日
本
伝
奇
名
作
全
集
１２

柳
生
武
芸
帳
（
全
）』
昭
和

四
五
年
四
月
、
番
町
書
房
）
で
、「
武
蔵
よ
り
も
強
い
や
つ
」
を
創
造
す
る
た
め
、
柳
生
を
選
択
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
新
免
武
蔵

の
弟
子
、
鈴
木
綱
四
郎
光
政
と
柳
生
連
也
斎
厳
包
が
対
決
す
る
本
作
に
は
、
執
筆
動
機
と
し
て
、
武
蔵
へ
の
強
い
意
識
が
認
め
ら
れ

る
。
吉
川
英
治
『
宮
本
武
蔵
』
が
、
昭
和
二
四
年
、
六
興
出
版
社
か
ら
の
復
刊
以
降
、
再
三
新
装
版
が
刊
行
さ
れ
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
た
状
況
下
で
あ
り
、
新
進
剣
豪
作
家
が
仮
想
敵
と
す
る
に
相
応
し
い
対
手
で
あ
る
。
だ
が
、「
柳
生
連
也
斎
」
考
察
に

当
た
っ
て
は
、
五
味
が
�
武
蔵
非
名
人
説
�
の
系
譜
に
連
な
っ
た
結
果
と
し
て
の
意
味
が
、
よ
り
重
要
で
あ
る
。
昭
和
七
年
、
菊
池

寛
と
直
木
三
十
五
を
中
心
に
、
宮
本
武
蔵
に
関
す
る
議
論
が
闘
わ
さ
れ（

２５
）た

。
武
蔵
、
名
人
に
非
ず
と
主
張
し
た
の
が
直
木
で
あ
る
。

先
述
の
よ
う
に
「
喪
神
」
は
、
直
木
作
品
を
典
拠
と
し
て
生
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
秘
剣
」
や
「
男
色
・
宮
本

武
蔵
」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
昭
和
二
九
年
八
月
）
等
に
登
場
し
た
武
蔵
が
、
い
ず
れ
も
好
意
的
に
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
五

味
の
立
場
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

武
蔵
と
柳
生
の
対
置
に
も
、
先
行
テ
キ
ス
ト
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
。
例
え
ば
、「
新
免
武
蔵
が
、
尾
張
に
立
寄
っ
た
と
き
、

途
上
で
す
れ
違
う
武
士
を
見
て
、「
こ
れ
だ
け
活
き
た
人
物
は
当
今
柳
生
兵
庫
介
を
措
い
て
な
い
」
と
武
蔵
が
言
い
、
兵
庫
介
も
ひ

と
目
で
武
蔵
と
見
抜
い
た
と
い
う
口
碑
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
大
へ
ん
咄
と
し
て
は
よ
く
出
来
て
い
る
」
と
い
う
連
也
斎
の
父
、
兵
庫

介
利
厳
と
武
蔵
と
の
逸
話
は
、「
こ
の
話
は
怪
し
い
け
れ
ど
も
記
し
て
置
く
」
と
す
る
中
里
介
山
の
武
道
説
話
集
『
日
本
武
術
神
妙
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記
』（
昭
和
八
年
十
二
月
、
大
菩
薩
峠
刊
行
会
。
引
用
は
『
中
里
介
山
全
集

第
十
八
巻
』（
昭
和
四
六
年
十
二
月
、
筑
摩
書
房
）
に

拠
る
）
を
参
照
し
た
上
で
の
記
述
と
推
測
さ
れ
る
。
邂
逅
譚
自
体
は
有
名
だ
が
、
衒
学
的
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
そ
の
他
挿
話
の
大
半

が
、
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
な
お
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
利
用
は
、
必
ず
し
も
原
典
に
正
確
で
は
な
い
。
連
也
斎
の
早
熟
を
示

す
、
敷
居
を
枕
に
昼
寝
を
し
て
い
た
際
の
咄
が
引
か
れ
て
い
る
が
、「
柳
生
但
馬
が
或
る
時
お
城
で
敷
居
を
枕
と
し
て
寝
て
い
た
処

へ
、
若
侍
共
こ
れ
を
驚
か
そ
う
と
双
方
か
ら
障
子
を
ヒ
タ
と
立
て
つ
け
た
処
が
一
尺
ば
か
り
間
隔
を
置
い
て
障
子
が
動
か
な
く
な
っ

た
、
但
馬
は
眼
を
醒
し
て
敷
居
の
溝
か
ら
扇
を
と
り
出
し
た
」
と
あ
る
、
柳
生
宗
矩
の
記
事
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
数
の
兵

法
者
の
言
行
が
、
決
闘
者
両
名
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
甚
し
き
は
、
原
典
で
は
連
也
斎
が
行
っ
た
訓
戒
を
、
ラ
イ
バ
ル
綱

四
郎
に
睡
眠
中
の
武
士
心
得
と
し
て
語
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
試
合
の
期
日
を
慶
安
二
年
三
月
二
一
日
と
設
定
し
た
の
は
、『
大
日

本
剣
道
史
』
に
あ
る
、「
慶
安
二
年
三
月
十
九
日
（
中
略
）
印
可
相
伝
を
悉
く
大
太
刀
と
共
に
、（
引
用
者
注
、
徳
川
）
光
友
に
進
め

て
、
柳
生
流
正
統
新
陰
六
世
を
継
が
し
め
た
」
説
話
を
組
み
込
む
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
正
統
的
な
歴
史
記
述
へ
の
志
向
は
、
史
料

利
用
の
方
法
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
歴
史
的
（
史
料
的
）
事
実
に
よ
り
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
試
合
の
勝
者
が
、
予
め
決

定
し
て
い
た
の
は
、
縄
田
一
男
の
指（

２６
）摘

す
る
通
り
だ
ろ
う
。
連
也
斎
の
没
年
が
遙
か
後
（『
大
日
本
剣
道
史
』
に
は
元
禄
七
年
十
月

十
一
日
と
あ
る
）
だ
と
い
う
、
き
わ
め
て
単
純
な
理
由
で
あ
る
。

結
末
は
事
前
に
決
定
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に
到
る
剣
の
演
出
は
、
克
明
に
行
わ
れ
て
い
る
。
綱
四
郎
は
武
蔵
か
ら
、
敵
の
作
意
を

見
破
り
、
一
寸
の
間
を
見
切
る
秘
太
刀
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
伝
授
の
場
面
は
、
介
山
に
よ
る
採
録
を
利
用
し
た
も
の
だ
が
、
挑
む

連
也
斎
へ
作
者
が
付
与
し
た
の
は
、「
影
を
斬
る
」
剣
理
で
あ
る
。「
影
」
と
は
、
宮
本
武
蔵
の
著
作
に
見
え
る
語
で
あ
り
、
参
照
さ

れ
た
と
思
し
き
箇
所
を
、『
五
輪（

２７
）書

』（
正
保
二
年
成
立
）
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。「
か
げ
を
う
ご
か
す
と
云
事
」
に
は
、「
打
ん
と
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す
れ
ば
、
敵
思
ふ
心
を
太
刀
に
顕
す
者
也
、
顕
れ
知
る
ゝ
に
於
て
は
、
其
儘
利
を
う
け
て
、
慥
に
勝
を
知
る
べ
き
も
の
也
」と
あ
る
。

敵
が
「
思
ふ
心
を
太
刀
に
顕
す
」
時
、「
其
儘
利
を
う
け
て
、
慥
に
勝
を
知
る
」
の
は
、
綱
四
郎
の
剣
理
に
等
し
い
。
さ
ら
に
、
連

也
斎
の
遣
う
、
進
退
を
太
陽
の
運
行
に
ゆ
だ
ね
、「
森
象
の
圧
力
」
を
得
る
剣
の
ヒ
ン
ト
も
、
直
後
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
か
げ
を
お

さ
ふ
る
と
云
事
」
に
、「
敵
の
わ
ざ
を
せ
ん
と
す
る
所
を
お
さ
ふ
る
と
云
ひ
て
、
我
方
よ
り
其
利
を
お
さ
ふ
る
所
を
、
敵
に
強
く
見

す
れ
ば
、
強
き
に
お
さ
れ
て
、
敵
の
心
替
る
事
也
、
我
も
心
を
ち
が
へ
て
、
空�

な�

る�

心�

よ
り
、
先
を
し
か
け
て
勝
所
也
」（
傍
点
引

用
者
）
と
あ
る
。
剣
の
象
徴
に
太
陽
が
選
定
さ
れ
る
の
は
、
同
じ
く
武
蔵
の
『
卅
五
條
兵
法
覚
書
』（
寛
永
十
八
年
成
立
。
通
称
『
兵

法
三
十
五
箇
条
』）
中
「
影
を
動
か
す
事
」
に
あ
る
、「
影
は
陽
の
か
げ
也
」
の
参
照
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ（

２８
）る

。
つ
ま
り
、「
武
蔵

の
弟
子
」
と
「
柳
生
」
の
「
麒
麟
児
」
の
決
闘
は
、
と
も
に
武
蔵
の
剣
理
を
背
景
に
構
築
さ
れ
た
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
着
想
の
源
は
、
読
者
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
次
の
箇
所
か
ら
も
、
勝
者
が
ど
ち
ら
か
は
明
白
で
あ
る
。

勝
右
衛
門
は
暗
然
と
空
を
仰
い
だ
。
こ
の
時
雲
が
次
第
に
太
陽
に
近
づ
い
て
い
た
。
雲
は
風
で
次
第
に
動
き
を
は
や
め
て
い

る
。
地
上
の
二
人
の
兵
法
者
の
間
も
殆
ど
も
う
一
方
の
太
刀
が
相
手
を
斃
す
近
さ
に
接
近
し
て
い
た
。
太
陽
が
よ
り
早
く
昇
れ

ば
連
也
斎
が
勝
つ
。
よ
り
早
く
曇
れ
ば
綱
四
郎
が
勝
つ
…
…

（
中
略
）

雲
が
太
陽
に
追
い
つ
い
た
と
殆
ん
ど
同
じ
瞬
間
、
地
上
で
は
二
つ
の
太
刀
が
閃
い
た
の
で
あ
っ
た
。

太
陽
が
曇
っ
た
か
否
か
が
勝
敗
を
分
け
る
作
品
上
の
ル
ー
ル
に
従
え
ば
、「
太
刀
が
閃
い
た
」、
す
な
わ
ち
光
を
反
射
し
た
の
だ
か

ら
、
陽
が
差
し
て
い
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
予
定
通
り
連
也
斎
の
勝
ち
と
な
る
。「
雲
が
太
陽
に
追
い
つ
い
た
」も
の
の
、
翳
っ

て
は
い
な
か
っ
た
と
と
ら
え
て
差
し
支
え
な
い
は
ず
だ
。
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以
上
の
よ
う
な
生
成
過
程
や
本
文
の
記
述
を
踏
ま
え
れ
ば
、
連
也
斎
勝
利
は
確
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
続
く
数
行

か
ら
、
奇
妙
な
議
論
が
出
来
し
た
。

や
が
て
、
一
人
の
額
か
ら
鼻
唇
に
か
け
て
す
ー
っ
と
一
条
の
赤
い
線
が
浮
き
上
っ
た
。
線
か
ら
、
ぷ
つ
り
ぷ
つ
り
と
泡
が
吹

き
出
し
た
。
す
る
と
そ
の
武
士
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、
途
端
に
、
顔
が
二
つ
に
割
れ
血
を
吹
い
て
渠
は
ど
う
と
大
地
に
倒
れ
た
。

主
語
は
「
一
人
」「
武
士
」
で
あ
り
、
固
有
名
詞
が
示
さ
れ
な
い
た
め
、
い
ず
れ
が
斬
ら
れ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
結
末
と
し
て
話

題
を
呼
ん
だ
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
「
閃
い
た
」
は
、
斬
撃
を
表
す
常
套
句
で
あ
り
、
読
者
に
�
謎
�
を
解
く

鍵
と
し
て
認
知
さ
れ
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
、
連
也
斎
は
後
年
ま
で
存
生
だ
と
い
う
知
識
か
ら
、
勝
敗
確
定
は
容
易
で

あ
る
か
に
感
じ
ら
れ
る
。

連
也
斎
の
道
統
を
伝
え
て
い
た
柳
生
厳
長
は
、「
柳
生
連
也
斎
」
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
当
時
、「
あ
の
小
説
に
よ
っ
て
、
江
戸
の

十
兵
衛
や
飛
騨
守
以
上
に
、
一
躍
、
現
代
に
脚
光
を
浴
び
た
剣
聖
と
し
て
、
一
般
人
士
の
関
心
も
深
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
作

品
へ
論
評
を
乞
わ
れ
当
惑
し
た
旨
を
述
懐
し
て
い（

２９
）る

。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
連
也
斎
は
、
架
空
人
物
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
知
名（

３０
）度

で
あ
り
、
一
般
読
者
に
は
、
ど
ち
ら
の
勝
利
も
あ
り
得
べ
き
結
末
な
の
だ
。「
映
像
で
と
ら
え
た
剣
客
た
ち
」
で
山
田
宗
睦
も
、「
私

は
綱
四
郎
が
勝
つ
と
い
う
ふ
う
に
読
ん
で
い
っ
た
」
と
語
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み
は
、
願
望
の
反
映
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
初

出
時
目
次
に
は
、「
武
蔵
の
愛
弟
子
が
新
陰
流
に
叩
き
つ
け
た
剣
に
潜
む
執
念
の
死
闘
」
と
惹
句
が
附
さ
れ
、
作
品
も
彼
の
修
行
譚

か
ら
開
始
す
る
た
め
、
素
直
に
綱
四
郎
を
主
人
公
と
と
ら
え
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

性
格
描
写
も
ま
た
、
判
断
に
影
響
を
与
え
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
端
的
な
の
は
、
対
蹠
的
な
異
性
に
対
す
る
行
動
で
あ
る
。
連

也
斎
は
、
か
つ
て
好
意
を
寄
せ
た
女
性
と
再
会
す
る
が
、「
綺
麗
な
体
で
眉
を
並
べ
て
」
眠
っ
た
。
そ
の
直
後
、
彼
女
の
自
刃
が
突
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き
放
す
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
対
す
る
綱
四
郎
は
、
妾
と
洋
上
で
逢
瀬
の
時
を
過
ご
す
。
そ
の
舟
へ
、
海
女
の
溺
死
体
が
漂
着
す
る
。

妾
は
綱
四
郎
の
勝
利
を
祈
り
つ
つ
蘇
生
を
試
み
る
が
、
徒
労
に
終
わ
る
。
綱
四
郎
は
「
に
っ
こ
り
笑
う
」
と
、
水
死
人
を
舟
か
ら
蹴

落
と
す
。
縄
田
一
男
は
、
五
味
の
「
美
意
識
」
を
補
助
線
に
、「
ど
ち
ら
が
高
貴
な
精
神
か
」
を
比
較
し
、
勝
敗
も
そ
れ
に
準
じ
る

も
の
と
し
て
い（

３１
）る

。
連
也
斎
が
「
己
を
抑
え
た
こ
と
は
矢
張
り
讃
美
に
値
す
る
」
と
あ
り
、
作
者
の
肩
入
れ
は
明
ら
か
だ
が
、
五
味

の
「
美
意
識
」
は
、
読
者
の
期
待
と
一
致
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

顧
み
れ
ば
、「
喪
神
」
で
「
夢
想
剣
」
の
剣
理
は
、「
肝
要
な
の
は
、
人
間
本
然
の
性
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
食
す
る
と
き

は
美
味
を
欲
し
、
不
快
あ
ら
ば
露
わ
に
眉
を
寄
せ
、
時
に
淫
美
し
、
斯
く
の
如
く
、
凡
そ
本
能
の
赴
く
と
こ
ろ
を
歪
め
て
は
な
ら

ぬ
。
世
に
、
邪
念
と
い
う
も
の
は
な
い
。
強
い
て
求
む
れ
ば
、
克
己
、
犠
牲
の
類
い
こ
そ
そ
れ
で
あ
る
」
と
、
欲
望
肯
定
を
唱
え
て

い
た
。
戦
後
に
お
け
る
類
似
主
張
の
多
さ
を
、
改
め
て
示
す
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
が
臆
病
を
旨
と
す
る
極
意
と
し
て
語
ら
れ
生
じ
た

一
種
の
合
理
性
が
、「
夢
想
剣
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
担
保
し
て
い
た
。
真
鍋
元
之
は
、
支
配
的
、
伝
統
的
な
「
ス
ト
イ
シ
ズ
ム
へ
の

挑
戦
」
と
大
衆
文
学
史
的
に
位
置
づ（

３２
）け

、
遠
藤
誠
治
も
ま
た
「
五
味
の
�
堕
落
論
�」
と
、
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」（『
新
潮
』
昭
和

二
一
年
四
月
）
と
の
発
想
の
通
底
を
指
摘
し
て
い（

３３
）る

。
先
述
の
よ
う
に
、
安
吾
は
「
喪
神
」
の
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
旗
手
の

一
人
と
な
り
組
織
し
た
戦
後
思
潮
に
、
剣
理
も
ま
た
左
袒
し
て
い
た
。
芥
川
賞
に
よ
り
、
剣
豪
小
説
の
定
型
と
し
て
正
典
化
し
て
い

た
「
喪
神
」
の
編
成
し
た
、
本
能
に
基
づ
く
剣
士
が
即
強
者
と
な
る
文
脈
に
則
れ
ば
、「
柳
生
連
也
斎
」
に
お
け
る
決
闘
を
い
か
に

判
定
す
る
か
は
瞭
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
ニ
ヒ
リ
ス
ト
の
剣
客
を
主
人
公
と
し
一
世
を
風
靡
し
た
、
柴
田
錬
三
郎「
眠
狂
四
郎
無
頼
控
」

（『
週
刊
新
潮
』
昭
和
三
一
年
五
月
八
日
〜
三
三
年
三
月
三
一
日
）
の
登
場
前
夜
と
い
う
時
代
状
況
下
で
、「
時
に
淫
美
し
」「
冷
や

や
か
に
笑
」
う
綱
四
郎
に
、
潜
在
す
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
と
も
考
え
得
る
だ
ろ
う
。
主
君
の
危
機
に
「
綱
四
郎
が
主
君
の
身
を
、
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連
也
斎
が
紋
所
を
守
っ
た
」、
両
者
の
対
蹠
的
な
「
忠
義
」
の
有
り
様
も
同
様
の
判
断
に
結
び
つ
く
。
江
藤
淳
は
、
連
也
斎
の
個
人

を
越
え
た
価
値
へ
の
忠
誠
を
評
価
し（

３４
）た

。
だ
が
、
い
さ
さ
か
逆
コ
ー
ス
の
観
が
あ
る
そ
れ
に
対
し
、
綱
四
郎
の
行
動
に
は
、
平
易
な

合
理（

３５
）性

が
認
め
ら
れ
る
の
だ
。

誤
読
さ
れ
う
る
事
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
連
也
斎
の
剣
を
見
て
み
よ
う
。
綱
四
郎
の
「
見
切
」
は
、「
剣
の
作
意
」
を
見

破
る
。
そ
れ
を
打
倒
す
る
「
影
を
斬
る
」
秘
太
刀
は
、
な
ぜ
「
進
退
を
た
だ
天
の
運
行
に
託
」
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
。『
五
輪

書
』
に
よ
れ
ば
「
影
」
と
は
、「
太
刀
に
顕
」
れ
た
「
思
ふ
心
」
と
解
釈
で
き
る
。
連
也
斎
は
「
作
意
」
を
捨
て
、
見
切
る
べ
き
「
影
」

を
消
失
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
綱
四
郎
の
知
覚
す
る
連
也
斎
自
身
の
「
影
を
斬
る
」、
無
想
・
無
相
の
秘
太
刀
な
の
だ
。
の

み
な
ら
ず
、
元
来
一
刀
流
の
極
意
で
あ
る
そ
れ
が
、「
無
相
剣
」「
無
想
剣
」「
夢
想
剣
」
と
書
き
わ
け（

３６
）る

よ
う
に
、
連
也
斎
の
無
想

剣＝

無
相
剣
も
ま
た
、「
森
象
の
影
の
圧
力
」、
す
な
わ
ち
神
意
を
宿
し
た
剣
―
―
夢
想
剣
と
な
る
。
無
想
・
無
相
・
夢
想
の
剣
の
遣

い
手
な
ら
ば
、
斬
ら
れ
て
「
ニ
ヤ
リ
と
笑
」
う
ま
い
。
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
的
興
味
に
訴
え
る
た
め
施
さ
れ
た
ト
リ
ッ
ク
は
、「
影
」
の

読
解
を
起
点
に
解
決
可
能
で
あ
る
。

坂
口
安
吾
は
「
文
芸
時
評
」
で
、「
彼
の
本
当
の
問
題
は
、
ま
だ
ミ
ト
ロ
ジ
ー
な
ど
で
は
な
く
て
、
女
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ（

３７
）る

。
五
味
な
り
に
女
性
を
描
い
た
上
で
、

m
ythology

剣
の
神
話
に
至
る「
柳
生
連
也
斎
」の
展
開
は
、
こ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
忠
実
で
あ
っ

た
。「
喪
神
」
で
本
能
・
欲
望
の
反
映
に
過
ぎ
な
か
っ
た
狂
剣
は
、
神
仏
の
啓
示
で
あ
る
「
夢
想
」
を
受
け
た
剣
、
す
な
わ
ち
神
意

と
の
媒
体
へ
と
更
新
さ
れ
た
の
で
あ（

３８
）る

。「
喪
神
」
が
規
範
的
作
品
と
見
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
無
想
剣
に
つ
い
て
の
思
考
・

描
写
は
、
当
時
の
剣
豪
小
説
の
主
要
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
。
中
山
義
秀
が
「
新
剣
豪
伝
―
―
伊
藤
一
刀
斎
」（『
小
説
新
潮
』
昭
和
二
九

年
十
二
月
）
を
描
き
、
眠
狂
四
郎
の
「
円
月
殺
法
」
も
ま
た
、
無
想
剣
の
虚
像
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い（

３９
）る

。

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
三
号

（７４）



五
味
が
自
作
に
挑
み
、
卑
俗
な
無
想
を
神
聖
な
境
地
へ
描
き
変
え
る
、
い
わ
ば
剣
を
手
段
と
す
る
虚
無
思
想
は
、
し
か
し
、
通
俗

的
な
ニ
ヒ
ル
へ
の
共
感
に
屈
す
る
。
作
品
消
費
者
数
と
、
剣
の
ト
リ
ッ
ク
を
読
み
解
い
た
数
は
等
し
く
な
か
っ
た
。
五
味
は
、
作
品

発
表
翌
月
に
「
連
也
斎
後
日（

４０
）譚

」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
昭
和
三
十
年
十
一
月
）
で
、「
試
合
は
一
体
ど
ち
ら
が
勝
つ
た
か
と
、
読
者
か

ら
の
問
合
せ
が
ず
ゐ
分
来
た
。（
中
略
）
友
人
と
賭
を
し
た
か
ら
勝
敗
を
明
ら
め
よ
と
仰
有
る
方
も
あ
る
」
と
述
べ
る
。「
連
也
斎
の

勝
ち
で
す
。
さ
う
解
決
で
き
る
や
う
に
充
分
作
者
は
書
き
込
ん
だ
つ
も
り
で
す
」
と
弁
明
す
る
が
、
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
へ
の
解
答
を
構

築
で
き
な
い
（
あ
る
い
は
、
試
み
な
い
）
読
者
は
、
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
の
次
元
で
作
品
に
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
五
味
は
あ
く
ま
で

剣
理
の
「
ト
リ
ッ
ク
」
を
、
適
当
な
解
釈
を
経
れ
ば
、
自
動
的
に
勝
敗
が
判
明
す
る
「
ク
イ
ズ
」
と
し
て
仕
組
ん
で
い
た
が
、
空
白

を
充
填
せ
ず
、
剣
士
へ
の
期
待
度
に
よ
っ
て
決
定
す
れ
ば
、�
綱
四
郎
勝
者
説
�
を
導
い
て
し
ま
う
。
論
理
的
遊
戯
は
、
人
気
投
票

同
然
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
表
向
き
五
味
は
、「
読
後
に
意
見
が
こ
の
様
に
わ
か
れ
る
と
い
ふ
の
は
、
作
者
の
筆
力
の
至
ら
ぬ

所
為
で
甚
だ
申
訳
な
い
」
と
謝
罪
し
て
い
る
。
だ
が
、
目
の
当
た
り
に
し
た
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
契
機
と
な
り
、
五
味

に
一
つ
の
方
法
を
覚
知
さ
せ
た
に
相
違
な
い
。

四
、
戦
略
と
し
て
の
朧
化

仮
に
「
綱
四
郎
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
謎
解
き
を
歓
ぶ
精
読
者
に
と
っ
て
は
贅
言
と
見
な
さ
れ
、
興

を
削
ぐ
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
作
者
は
明
示
を
避
け
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
技
巧
が
意
図
せ
ざ
る
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
一
般
読
者

の
リ
テ
ラ
シ
ー
へ
の
誤
解
と
、「
文
体
に
凝
る
ヘ
キ
」（「
私
小
説

芥
川
賞
」）
に
由
来
す
る
朧
化
が
結
合
し
、
断
絶
を
招
い
た
の
で
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あ
る
。
結
末
の
不
透
明
さ
を
五
味
は
、
偶
然
と
主
張
す（

４１
）る

が
、
巧
ま
れ
た
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
が
、
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
と
見
な
さ
れ
た
事
実

は
、
文
学
的
意
図
の
蹉
跌
に
他
な
ら
な
い
。
過
剰
な
朧
化
を
起
因
と
し
、
理
解
困
難
な
結
末
が
生
じ
、
そ
れ
が
議
論
さ
れ
話
題
と
な

る
現
象
は
、
芥
川
賞
と
中
間
小
説
と
で
、
文
学
的
階
層
を
越
境
し
つ
つ
反
復
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
作
者
が
凝
ら
し
た

意
匠
は
、
十
分
に
読
み
解
か
れ
て
は
い
な
い
。
た
し
か
に
、
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
に
特
化
す
る
戦
略
は
、
大
き
な
対
価
を
発
生
さ
せ（

４２
）た

。

し
か
し
、
人
気
に
反
し
て
創
意
が
疎
外
さ
れ
る
状
況
は
、
出
発
か
ら
間
も
な
い
作
者
に
と
っ
て
、
快
適
な
は
ず
が
な
い
。
消
費
量
に

比
し
、
本
懐
は
あ
ま
り
に
も
読
ま
れ
て
い
な
い
ジ
レ
ン
マ
か
ら
、
五
味
が
選
択
し
た
の
は
、�
朧
�
と
呼
ぶ
べ
き
非
明
晰
性
を
戦
略

に
組
み
込
む
強
攻
策
で
あ
っ
た
。

「
連
也
斎
後
日
譚
」で
、「
今
に
な
つ
て
、
実
は
か
う
い
ふ
わ
け
で
勝
つ
て
ゐ
る
等
と
弁
明
す
る
の
も
随
分
を
か
し
な
も
の
だ
か
ら
」

と
、
徹
底
し
て
解
に
到
る
式
は
韜
晦
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
解
決
へ
読
者
を
導
く
責
任
を
放
擲
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た

か
。
五
味
作
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
機
能
の
不
全
は
、
両
度
の
齟
齬
と
し
て
可
視
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
喪
神
」
は
芥
川
賞
を
獲

得
し
、「
柳
生
連
也
斎
」は
好
評
を
博
し
て
お
り
、
難
解
さ
が
作
家
・
作
品
評
価
を
著
し
く
損
ね
た
わ
け
で
は
な
い
。『
オ
ー
ル
讀
物
』

昭
和
三
一
年
一
月
号
の
匿
名
戯
書
評
「
新
刊
診
断（

４３
）書

」
で
は
、『
柳
生
連
也
斎
』（
昭
和
三
十
年
十
月
、
新
潮
社
）
を
取
り
上
げ
、「
ど

つ
ち
が
勝
つ
た
か
、
読
書
界
物
議
騒
然
と
し
た
由
で
あ
る
が
、
再
読
し
て
み
た
が
、
や
つ
ぱ
り
、
ど
つ
ち
が
勝
つ
た
か
わ
か
ら
な
か

つ
た
。
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
書
い
て
あ
る
よ
」
と
揶
揄
し
つ
つ
も
「
べ
つ
に
提
灯
も
た
な
い
で
も
、
大
い
に
売
れ
る
じ
や
ろ
」
と
し

て
い
る
。『
秘
剣
』（
昭
和
三
十
年
七
月
、
新
潮
社
）
を
扱
っ
た
昭
和
三
十
年
十
月
号
の
同
欄
に
は
、

稗
史
野
乗
の
た
ぐ
い
を
あ
さ
り
に
あ
さ
つ
た
か
の
如
く
見
せ
か
け
て
、
立
川
文
庫
の
立
役
者
た
ち
に
、
い
か
に
し
て
「
中
間
小

説
」
の
主
人
公
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ロ
モ
を
か
む
せ
る
か
に
、
泪
ぐ
ま
し
い
努
力
を
は
ら
つ
た
作
者
こ
そ
、
猿
飛
（
引
用
者
注
、
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猿
飛
佐
助
）
に
も
劣
ら
ぬ
曲
者
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
あ
る
が
、
松
本
清
張
が
「
教
養
は
低
く
な
い
」
と
と
ら
え
た
の
と
は
別
の
意
味
で
、
五
味
の
�
朧
�
は
中
間
小
説
の
読
者
に
対
し

訴
求
力
を
発
揮
す
る
。
櫻
井
良
樹
は
吉
川
英
治
「
宮
本
武
蔵
」
を
愛
読
す
る
大
衆
と
、
そ
れ
を
蔑
視
す
る
知
識
人
と
の
「
主�

観�

的�

な�

裂
け
目
」
を
指
摘
し
て
い（

４４
）る

が
、
五
味
作
品
に
お
け
る
諒
解
困
難
性
は
、
従
来
の
大
衆
文
学
の
読
者
よ
り
も
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
だ
と
い
う

主
観
を
触
発
す
る
の
だ
。
読
者
の
興
味
を
維
持
・
増
幅
さ
せ
、
消
費
者
拡
大
に
有
効
な
ら
ば
、
職
業
と
し
て
の
作
家
が
、
逆
手
に
取

る
べ
き
機
構
た
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
対
読
者
戦
略
に
基
づ
き
、『
武
芸
帳
』
は
象
徴
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
に
「
東
京
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
群
像
を
配
す
る
『
週
刊
新
潮
』
創
刊
号
（
昭
和
三
一
年
二
月
十
九
日
）
よ
り
開

始
さ
れ
た
「
柳
生
武
芸
帳
」
に
、
再
び
目
を
向
け
て
み
よ
う
。『
武
芸
帳
』
が
解
読
可
能
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
た
蓋

然
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
物�

理�

的�

に
可
能
か
は
疑
わ
し
い
。『
武
芸
帳
』
の
合
計
テ
キ
ス
ト
量
は

約
八
十
行
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
突
き
あ
わ
せ
た
上
で
の
説
得
的
な
解
明
に
、
連
載
一
回
分
十
数
枚
で
は
手
狭
で
あ
る
。�
解
決
篇
�

が
複
数
回
に
及
べ
ば
、
共
時
的
読
者
な
ら
ば
回
毎
に
一
週
を
挟
み
、
論
理
は
分
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
作
品
冒
頭
で
暗
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
柳
生
宗
矩
没
後
も
、
依
然
と
し
て
『
武
芸
帳
』
は
集
結
し
て
い
な
い
。「
二
階
笠
」
に
「
武
芸
帳
の
一
巻
は
、（
中
略
）
元

禄
年
間
、
尾
張
の
柳
生
家
に
握
り
つ
ぶ
さ
れ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
三
巻
照
合
が
、
早
い
段
階
で
選
択
肢
か
ら
外
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、『
武
芸
帳
』
の
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
は
、
解
け
て
は
な
ら
ぬ
�
謎
�
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
後
水
尾
天
皇
の
勅

命
に
よ
る
皇
子
暗
殺
の
真
相
が
対
立
勢
力
に
判
明
し
た
な
ら
ば
、
禁
中
、
幕
府
、
柳
生
一
門
に
擾
乱
を
来
す
と
い
う
、
守
秘
の
動
機

で
あ
る
と
同
様
に
、
作
者
の
レ
ベ
ル
で
も
、
解
明
の
許
さ
れ
な
い
謎
で
あ
る
。
真
相
の
露
見
で
「
公
武
の
衝
突
」
や
「
天
下
に
騒
擾
」

が
、
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
歴
史
に
明
ら
か
で
あ
り
、
秘
密
が
守
り
通
さ
れ
、
泰
平
が
保
た
れ
る
物
語
の
大
枠
は
、
改
変
不
能
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な
既
定
路
線
な
の
だ
。

連
載
継
続
の
た
め
に
も
、『
武
芸
帳
』
の
解
読
は
阻
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。�
謎
�
が
興
味
を
維
持
す
る
作
品
は
、
通
常
で
あ
れ

ば
終
結
点
に
謎
解
き
が
据
え
ら
れ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
解
か
な
け
れ
ば
連
載
は
続
く
の
だ
。『
週
刊
新
潮
』
の
創
刊
程
な
く
、
昭
和

三
一
年
三
月
二
五
日
号
で
、
谷
崎
潤
一
郎
「
鴨
東
綺
譚
」
が
モ
デ
ル
問
題
に
よ
り
中
絶
す
る
。
事
件
の
余
波
で
、
部
数
落
ち
込
み
や

廃
刊
を
危
惧
す
る
編
集
部
の
声
を
聞
い
た
五
味
は
、「
お
も
し
ろ
い
小
説
書
い
て
落
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
る
」（「
映
像
で
と
ら

え
た
剣
客
た
ち
」）
決
意
を
し
た
と
い（

４５
）う

。
ま
た
、
雑
誌
が
軌
道
に
乗
っ
た
後
は
、
好
評
に
よ
り
延
長
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。「
一
年

て
約
束
し
て
い
る
の
が
、
何
年
で
も
続
け
ろ
い
う
た
ら
、
支
離
滅
裂
で
す
わ
な
」（
同
前
）
と
五
味
は
回
想
す
る
が
、
そ
れ
こ
そ
が

戦
略
に
基
づ
き
、
故
意
に
発
生
さ
せ
た
混
乱
で
あ
る
こ
と
を
、『
武
芸
帳
』
は
暗
示
す
る
。
当
初
は
発
表
媒
体
の
脆
弱
さ
故
、
万
一

廃
刊
に
到
り
、
速
や
か
な
終
了
を
迫
ら
れ
た
場
合
の
保
険
と
し
て
、�
謎
�を
解
き
得
る
必
要
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

物
語
が
進
む
に
つ
れ
、
一
巻
は
「
偽
筆
」
と
語
ら
れ
、
一
巻
は
二
つ
に
裂
け
る
。
終
盤
、「
煩
瑣
を
さ
け
る
た
め
三
巻
を
個
別
に
系

統
づ
け
て
み
る
」（「
梅
霖
」）
作
業
が
為
さ
れ
る
が
、『
武
芸
帳
』
は
写
し
を
含
め
計
六
巻
に
倍
加
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、�
謎
�

に
繰
り
返
し
施
さ
れ
る
の
は
、
解
読
を
拒
む
作
為
で
あ
り
、
物
語
も
軌
を
一
に
し
て
錯
綜
し
た
。�
謎
�
が
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
す
ら
、
信
憑
性
を
脅
か
さ
れ
る
に
到
っ
て
な
お
、
剣
豪
が
争
奪
す
る
モ
チ
ー
フ
が
、『
武
芸
帳
』
の
秘
め
た
重
大
な
�
何
か
�

の
存
在
を
保
証
す
る
。
漠
然
と
し
た
興
味
に
基
づ
き
、
大
井
広
介
の
い
う
「
さ
っ
ぱ
り
分
ら
な
い
」
愉
快
さ
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の

だ
。『

武
芸
帳
』
は
全
て
（
虚
偽
が
含
ま
れ
て
い
る
に
も
せ
よ
）
読
者
に
示
さ
れ
た
。
だ
が
、
単
純
な
照
合
で
は
謎
は
解
き
得
ず
、
な

ん
ら
か
の
外
的
情
報
を
要
す
る
の
は
、「
武
芸
帳
を
解
け
る
た
っ
た
一
人
の
お
方
」
の
存
在
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
解
読
不
能
と
な
る
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こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
読
者
も
ま
た
、�
犯
人
�
を
推
理
す
る
た
め
の
有
力
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
、
柳
生
門
下
の
実
在
／

架
空
の
線
引
き
に
は
、
作
品
外
情
報
が
不
可
欠
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
史
料
参
照
に
よ
り
判
別
可
能
だ
が
、『
武
芸
帳
』
生
成

の
問
題
ま
で
踏
み
込
む
精
読
が
一
般
的
で
な
い
こ
と
を
、
作
者
は
計
算
に
入
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
先
行
作
品
に
お
い
て
、�
謎
�

の
論
理
的
解
読
を
可
能
と
す
る
コ
ー
ド
、
つ
ま
り
「
喪
神
」
で
の
自
殺
、「
柳
生
連
也
斎
」
で
の
無
想
剣
は
、
と
も
に
作
中
で
明
示

さ
れ
ず
、
創
意
を
反
映
し
た
核
心
は
、
は
か
ら
ず
も
�
朧
�
と
認
識
さ
れ
た
。
こ
れ
を
逆
用
し
、
容
易
に
手
の
届
か
な
い
外
的
情
報

を
コ
ー
ド
に
選
定
す
る
こ
と
で
、
暗
号
解
読
は
事
実
上
不
可
能
と
な
る
。
週
刊
誌
連
載
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
で
あ
る
、
作
品
通

読
の
困
難
さ
に
由
来
す
る
一
種
の
忘
却
機
能
も
、『
武
芸
帳
』
解
読
へ
の
能
動
性
を
阻
喪
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
、�
謎
�
は

作
者
が
解
決
さ
せ
る
と
い
う
、
暗
黙
の
了
解
に
基
づ
く
期
待
の
み
が
固
定
化
さ
れ
、�
謎
�に
惹
か
れ
る
が
積
極
的
に
解
読
し
な
い
、

微
温
的
な
読
書
態
度
へ
と
再
編
さ
れ
る
。

五
味
に
対
す
る
『
週
刊
新
潮
』
の
要
請
は
、
単
行
本
的
受
容
を
前
提
と
す
る
完
結
作
で
は
な
く
、
週
刊
誌
の
部
数
維
持
・
拡
大
に

貢
献
す
る
作
品
を
、
可
能
な
限
り
長
期
間
連
載
し
続
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。『
武
芸
帳
』
へ
の
執
拗
な
朧
化
は
、
謎
が
容
易
に
解
け

て
し
ま
い
、
求
心
力
を
減
退
さ
せ
る
事
態
を
防
い
で
い
る
。
流
行
作
家
と
し
て
の
名
声
、
そ
れ
ま
で
培
っ
た
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
を
編
む

技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、�
謎
�
へ
の
興
味
を
維
持
す
る
手
法
に
よ
り
、「
柳
生
武
芸
帳
」
は
能
く
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
。
さ
ら
に
、
雑

誌
へ
の
裨
益
と
同
時
に
、
五
味
に
は
作
者
と
し
て
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
回
復
を
も
た
ら
す
の
だ
。

本
作
は
、『
武
芸
帳
』
の
解
読
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
未
完
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
初
出
時
は
末
尾
に
「
前
篇
了
」

と
記
さ
れ
、「
柳
生
但
馬
守
、
十
兵
衛
父
子
の
死
去
す
る
正
保
三
年
か
ら
慶
安
に
か
け
て
の
諸
家
の
動
き
を
描
か
ね
ば
、
小
説
と
し

て
の
結
構
は
整
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
応
、
こ
こ
で
休
ま
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
「
あ
と
が（

４６
）き

」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
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か
し
、
あ
る
意
図
の
十
分
な
完
遂
を
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

武
芸
帳
を
め
ぐ
っ
て
何
者
が
登
場
す
る
か
予
測
で
き
な
い
が
、
彼
ら
は
た
だ
、
武
芸
帳
に
は
唯
事
な
ら
ぬ
大
事
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
と
予
感
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
秘
事
が
何
か
は
絶
対
に
知
ら
ぬ
。
そ
れ
故
、
或
る
者
は
私
欲
の
た
め
、
或
る
者
は
己
が
天

下
へ
の
野
望
の
た
め
、
あ
る
い
は
柳
生
一
族
を
陥
し
入
れ
ん
た
め
に
武
芸
帳
を
狙
い
、
今
後
も
狙
い
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

（「
江
戸
終
結
」）

主
題
を
『
武
芸
帳
』
を
め
ぐ
る
混
乱
と
と
ら
え
れ
ば
、『
武
芸
帳
』
と
作
中
人
物
の
関
係
は
、「
柳
生
武
芸
帳
」
と
読
者
の
そ
れ
と
重

な
る
。
そ
れ
ま
で
の
混
乱
は
、
創
意
の
疎
外
を
示
す
現
象
と
し
て
、
作
者
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。
し
か
し
、
混
乱
を
目
標
に
据
え
る

こ
と
は
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
に
類
す
る
存
在
と
し
て
の
自
己
規
定
で
あ
り
、
独
特
な
自
律
性
の
取
得
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
目
的

化
さ
れ
た
混
乱
は
、
能
動
的
に
�
朧
�
を
発
生
さ
せ
る
手
法
に
よ
り
達
成
さ
れ
て
い
る
。
作
品
終
盤
、
柳
生
父
子
と
幕
府
高
官
が
対

峙
す
る
評
定
が
持
た
れ
る
が
、
な
お
も
「
柳
生
武
芸
帳
の
何
た
る
か
を
本
当
に
知
っ
て
い
る
な
ら
、
こ
う
い
う
大
袈
裟
な
評
定
を
も

つ
筈
は
な
い
の
で
、（
中
略
）未
だ
真
相
を
摑
ん
で
い
な
い
証
拠
に
他
な
ら
な
い
」（「
血
痕
」）ま
で
に
、
秘
密
は
保
持
さ
れ
て
い
た
。

作
者
の
倦
怠
を
反
映
し
て
か
、
天
井
裏
に
侵
入
し
て
い
た
柳
生
十
兵
衛
は
傷
つ
き
、「
武
芸
帳
の
謎
を
消
す
た
め
絵
図
面
の
真
上
で

血
を
」
滴
ら
せ
る
。
さ
ら
に
、
唯
一
の
解
読
可
能
者
の
死
が
唐
突
に
語
ら
れ
、
犯
人
が
誰
か
を
完
全
に
隠
滅
し
て
し
ま
う
。
構
成
の

破
綻
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
が
、
当
初
の
目
的
、『
週
刊
新
潮
』
の
読
者
拡
大
は
達
成
さ
れ
て
お
り
、『
武
芸
帳
』
の
�
謎
�
も
ま

た
、
す
で
に
使
命
を
終
え
て
い
た
。

で
は
、
そ
の
後
の
連
載
で
、
新
た
な
�
謎
�
を
設
け
た
上
で
の
擱
筆
は
、
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。『
週
刊
新
潮
』
昭
和
三
三

年
十
二
月
二
二
日
号
に
は
、「
創
刊
以
来
百
四
十
八
回
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
『
柳
生
武
芸
帳
』
は
本
号
を
も
っ
て
一
応
の
完
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結
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
編
集
部
か
ら
の
言
葉
と
と
も
に
、
新
連
載
小
説
予
告
が
掲
載
さ
れ
た
。「
昨
年
暮
惜
し
ま

れ
つ
つ
旅
に
出
た
柴
田
錬
三
郎
氏
の
�
眠
狂
四
郎
�
が
颯
爽
と
登
場
、
円
月
殺
法
の
剣
を
振
る
い
ま
す
。
御
期
待
下
さ
い
」
と
し
、

「
眠
狂
四
郎
無
頼
控
」
の
再（

４７
）開

を
知
ら
せ
て
い
る
。
解
決
を
度
外
視
し
た
�
謎
�
も
ま
た
、
雑
誌
を
レ
ー
ル
に
乗
せ
た
も
う
一
人
の

立
役
者
へ
の
、
リ
リ
ー
フ
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

混
乱
に
よ
る
作
者
・
作
品
・
読
者
の
統
御
に
よ
り
、
難
解
な
作
風
と
い
う
表
層
的
評
価
と
引
換
に
、
は
か
ら
ず
も
五
味
は
、
主
体

的
な
創
作
の
領
域
を
獲
得
す
る
。「
眠
狂
四
郎
無
頼
控
」の
好
評
も
手
伝
い
、『
週
刊
新
潮
』の
雑
誌
経
営
が
安
定
し
た
後
の
五
味
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
と
関
係
な
い
挿
話
で
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
た
（「
作
家
と
、
挿
絵
画
家
と
、
編
集
者
と
」（『
噂
』
昭
和
四
六
年
九
月
〜
翌

年
一
月
））
と
い
う
。
日
沼
倫
太
郎
は
、「
柳
生
武
芸
帳
」
に
お
け
る
登
場
人
物
の
、
個
性
的
魅
力
の
欠
如
を
指
摘
す（

４８
）る

が
、
そ
れ
に

反
し
、
作
者
の
個
性
は
鮮
明
に
表
出
し
て
い
る
。
終
盤
で
は
、
吉
川
英
治
「
宮
本
武
蔵
」
の
至
ら
な
さ
を
「
吉
川
さ
ん
」
と
呼
び
批

判
す
る
趣
味
的
考
証
を
披
瀝
し
（「
義
足
」）、「
吉
行
淳
左
衛
門
」「
安
岡
章
治
郎
」
な
ど
と
親
し
い
作
家
の
パ
ロ
デ
ィ
（「
鷹
と
雀
」）

を
行
う
。
こ
れ
ら
は
ご
く
個
人
的
な
理
由
か
ら
記
述
さ
れ
て
お
り
、
結
構
の
取
れ
た
物
語
な
ら
ば
、
明
ら
か
な
ノ
イ
ズ
で
あ
る
。
し

か
し
、
戦
略
的
に
混
乱
さ
せ
る
こ
と
で
規
格
外
に
出
、
混
乱
が
常
態
化
す
る
作
品
と
い
う
破
格
の
規
格
が
獲
得
さ
れ
て
い
た
。
結

果
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
創
作
す
ら
、「
柳
生
武
芸
帳
」
の
題
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
の
だ
。
読
者
の
大
半
が
物
語
把
握
を
放
棄
し
た

後
の
、
誌
面
の
埋
め
草
と
し
て
、
場
面
が
延
々
と
積
み
重
な
る
状
況
下
に
、
五
味
は
半
ば
自
家
用
の
テ
キ
ス
ト
を
忍
ば
せ
る
。
メ

デ
ィ
ア
の
要
請
に
従
い
、
創
作
を
規
制
さ
れ
る
流
行
作
家
に
、
随
意
の
執
筆
を
許
さ
れ
る
場
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
さ
さ
や
か
な
戦

果
と
い
え
る
。

後
年
、
作
者
は
「
柳
生
武
芸
帳
」
に
つ
い
て
「
維
新
を
招
来
し
た
の
は
王
朝
の
み
や
び
へ
の
武
人
の
劣
等
意
識
だ
っ
た
と
、
私
は
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思
っ
て
い
る
。
武
芸
が
雅
び
に
敗
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
萌
芽
は
夙
に
偃
武
策
を
採
っ
た
寛
永
時
代
に
胚
胎
す
る
と
私
に
は
思
え
、

こ
の
テ
ー
マ
を
主
題
に
小
説
を
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
」（「
ラ
モ
ー
�
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
�」（『
天
の
声
―
―
西
方
の
音
―
―
』（
昭
和
五

一
年
二
月
、
新
潮
社
）
所
収
）
と
語
っ
て
お
り
、
今
日
で
は
全
篇
を
貫
く
テ
ー（

４９
）マ

と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
透
徹

を
認
識
し
た
読
者
は
、
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
古
来
武
人
が
武
に
よ
っ
て
天
下
を
制
覇
し
、
優
弱
な
芸
文
に
雄
気
を
浸
食
さ

れ
て
ゆ
く
時
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
あ
の
敗
北
が
、
こ
の
時
、
柳
生
宗
矩
の
上
に
も
あ
ら
わ
れ
た
」（「
花
の
色
」）
と
直
截
に
記
述

さ
れ
は
い
る
が
、
作
者
の
述
べ
る
よ
う
な
主
題
を
寓
意
す
る
た
め
の
作
品
と
読
む
に
は
、
あ
ま
り
に
も
夾
雑
物
が
多
い
よ
う
に
思
え

る
。
需
要
と
の
応
答
が
成
立
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
直
後
の
柳
生
一
門
と
浮
月
斎
一
派
の
集
団
戦
（「
宇
治
橋
」）
に
お
け
る
剣
戟

描（
５０
）写

で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
五
味
は
「
歴
史
小
説
の
タ
ネ
」（『
文
学
界
』
昭
和
三
十
年
十
二
月
）
で
、「
私
自
身
が
歴
史
も
の
を

書
く
と
き
は
、
タ
ネ
本
を
知
ら
ぬ
人
よ
り
、
タ
ネ
を
し
つ
て
ゐ
る
人
が
読
ん
で
面
白
く
感
じ
て
く
れ
る
や
う
な
も
の
を
心
掛
け
る
以

外
に
、
作
家
的
生
き
甲
斐
は
な
い
」と
し
、
仮
構
し
た「
ウ
ソ
が
歴
史
に
通
ず
る
か
通
じ
な
い
か
で
、
私
の
作
家
的
評
価
は
決
す
る
、

と
覚
悟
の
上
で
、
書
く
」
と
述
べ
る
。
だ
が
、
雑
誌
が
五
味
に
要
求
し
た
の
は
、
ご
く
一
部
の
精
読
者
で
は
な
い
、
ブ
ー
ム
に
熱
狂

す
る
一
般
大
衆
の
囲
い
込
み
で
あ
っ
た
。
大
衆
消
費
社
会
に
懐
疑
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
糧
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
ジ
レ
ン
マ
は
、
完

結
を
前
提
と
し
た
小
説
で
は
な
く
、
読
者
の
興
味
を
維
持
し
う
る
水
準
の
場
面
を
商
品
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
応
は
解

消
す
る
。
物
語
記
述
は
目
的
か
ら
手
段
へ
降
格
し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
最
中
に
剥
き
出
し
の
ま
ま
、
作
者
の
た
め
に
編
ま
れ
た
テ
ー

マ
は
、
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
後
の
五
味
は
、
夥
し
い
中
絶
を
重
ね
つ
つ
作
家
生
命
を
全
う
し
た
。「
柳
生
武
芸
帳
」
に
よ
り
定
着
し
た
作
家
像
を
活
用
し

た
、
飄
々
た
る
創
作
活
動
と
い
え
る
。
野
放
図
な
身
振
り
は
、
卓
越
し
た
�
謎
�
を
操
る
技
術
が
支
え
て
い
た
。
文
壇
的
処
女
作
の
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意
図
せ
ざ
る
�
朧
�
は
、
ホ
ワ
イ
ダ
ニ
ッ
ト
か
ら
、
ハ
ウ
ダ
ニ
ッ
ト
、
フ
ー
ダ
ニ
ッ
ト
、
さ
ら
に
純
粋
な
�
何
か
�
に
到
る
変
遷
過

程
で
、
自
在
に
扱
い
う
る
技
法
に
馴
致
さ
れ
た
の
だ
。
同
時
期
の
推
理
小
説
が
、
読
者
に
開
か
れ
る
た
め
戦
略
化
し
た
流
れ
へ
の
逆

行
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
寄
生
せ
ざ
る
を
得
な
い
作
者
が
、
自
閉
す
る
領
域
を
確
保
す
る
ま
で
の
軌
跡
を
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
大
内
茂
男
「
動
機
の
心
理
」（
江
戸
川
乱
歩
・
松
本
清
張
共
編
『
推
理
小
説
作
法
』
昭
和
三
四
年
四
月
、
光
文
社
）。

（
２
）
櫻
井
秀
勲
「
五
味
康
祐
―
―
最
初
の
編
集
者
と
し
て
つ
き
合
っ
た
二
十
七
年
間
」（『
国
文
学
』
平
成
二
一
年
六
月
）。

（
３
）
例
え
ば
、
山
田
風
太
郎
の
愛
用
が
認
め
ら
れ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
拙
稿
「
剣
豪
、
も
し
闘
わ
ば
―
―
山
田
風
太
郎
「
魔
界
転
生
」
の

マ
ッ
チ
メ
イ
ク
―
―
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
第
６３
集
、
平
成
二
三
年
九
月
）
で
指
摘
し
た
）
よ
う
に
、
剣
豪
を
描
く
上
で
の
基
礎
的
文
献

と
い
え
る
。

（
４
）
「
知
ら
れ
ざ
る
五
味
康
祐
―
―
「
薄
桜
記
」
史
料
そ
の
他
」
展
（
平
成
二
五
年
四
月
十
日
〜
二
六
日
、
於
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で

展
示
さ
れ
た
五
味
所
蔵
本
の
同
頁
に
、
多
数
の
書
き
込
み
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
柳
生
門
下
の
連
名
記
述
は
、
同
書
「
剣
道

史
」
の
章
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
姓
名
に
は
異
同
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
引
用
部
の
「
田
中
其
兵
衛
」
は
、
他
方
で
「
田
中
甚
兵
衛
」
と

さ
れ
て
い
る
。
五
味
は
、
双
方
を
折
衷
し
、『
武
芸
帳
』
を
記
述
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
５
）
岸
和
田
藩
主
が
岡
部
氏
と
な
る
の
は
、
物
語
の
現
在
（
寛
永
十
二
、
三
年
）
よ
り
後
の
寛
永
十
七
年
で
あ
り
、
単
に
史
実
と
の
整
合

を
つ
け
る
目
的
で
、
設
け
ら
れ
た
空
白
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
直
門
弟
子
」で
示
さ
れ
る
史
料
に
は
、「
仕

泉
州

岸
和
田
公
」

と
見
え
る
た
め
、
な
ん
ら
か
の
意
図
が
介
在
し
た
無
表
記
と
推
測
す
る
の
が
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
６
）
例
え
ば
、
五
味
の
代
表
的
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
一
刀
斎
」
も
の
の
内
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
一
刀
斎
」（『
週
刊
明
星
』

昭
和
三
四
年
一
月
十
四
日
〜
八
月
二
日
）、「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
一
刀
斎
」（『
週
刊
読
売
』
昭
和
三
八
年
四
月
七
日
〜
翌
年
二
月
九
日
）
は
と

も
に
も
中
絶
し
て
い
る
。

（
７
）
山
田
風
太
郎
「
不
可
能
な
妙
案
」（『
推
理
文
学
』
昭
和
五
五
年
十
二
月
）。

（
８
）
稲
木
新
「
解
説
」（
五
味
『
柳
生
十
兵
衛
八
番
勝
負
』
昭
和
六
三
年
二
月
、
徳
間
文
庫
）。

ピ
カ
レ
ス
ク

（
９
）
多
田
道
太
郎
「
影
の
跳
梁
す
る
�
悪
漢
小
説
�
―
―
風
流
使
者
―
―
」（
尾
崎
秀
樹
・
多
田
道
太
郎
『
大
衆
文
学
の
可
能
性
』（
昭
和

四
六
年
一
月
、
河
出
書
房
新
社
）
所
収
）。

（
１０
）
鶴
見
俊
輔
「
日
本
の
大
衆
小
説
」（
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
夢
と
お
も
か
げ
―
大
衆
娯
楽
の
研
究
』
昭
和
二
五
年
七
月
、
中
央
公

論
社
）。

（
１１
）
大
井
広
介
『
ち
ゃ
ん
ば
ら
芸
術
史
』（
昭
和
三
四
年
三
月
、
実
業
之
日
本
社
）。

（
１２
）
池
内
紀
「
五
味
康
祐
の
「
柳
生
武
芸
帳
」
は
情
報
戦
争
の
見
本
帳
で
あ
る
」（『
新
潮
４５
』
平
成
十
年
十
二
月
）。

（
１３
）
「
喪
神
」
へ
の
言
及
は
、
拙
稿
「
五
味
康
祐
「
喪
神
」
か
ら
坂
口
安
吾
「
女
剣
士
」
へ
―
―
剣
豪
小
説
黎
明
期
の
典
拠
と
方
法
―
―
」

（『
日
本
近
代
文
学
』
第
７８
集
、
平
成
二
十
年
五
月
）
に
基
づ
く
。

（
１４
）
神
西
清
「
文
壇
的
と
文
学
的
」（『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
八
年
三
月
一
日
）。
ま
た
、
日
沼
倫
太
郎
「
新
人
の
衰
弱

五
味
康
祐
と
井

上
光
晴
」（『
文
芸
首
都
』
昭
和
二
六
年
六
月
）
で
は
、「
こ
の
小
説
の
面
白
さ
を
、
大
衆
小
説
以
外
の
面
白
さ
と
し
て
よ
む
こ
と
は
出
来

な
い
」
と
し
て
、
受
賞
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

（
１５
）
阿
川
弘
之
「
切
抜
帖

文
芸
時
評
１
」（『
新
潮
』
昭
和
二
八
年
一
月
）。
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（
１６
）
注
（
１１
）
に
同
じ
。

（
１７
）
奥
野
健
男
「
か
な
し
き
無
頼
派
」（『
五
味
康
祐
代
表
作
集

月
報
㈣
』、
昭
和
五
六
年
五
月
）。

（
１８
）
真
鍋
元
之
『
増
補
大
衆
文
学
事
典
』（
昭
和
四
八
年
十
月
、
青
蛙
房
）
お
よ
び
尾
崎
秀
樹
『
大
衆
文
学
の
歴
史
』（
平
成
元
年
三
月
、

講
談
社
）
参
照
。

（
１９
）
大
井
広
介
「
大
衆
の
主
人
公
」（『
明
窓
』
昭
和
二
八
年
一
月
）。
こ
こ
で
は
、
大
正
末
の
創
生
期
以
来
、
時
代
小
説
を
指
す
狭
義
の

「
大
衆
文
芸
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
２０
）
大
村
彦
次
郎
『
文
壇
栄
華
物
語
』（
平
成
十
年
十
二
月
、
筑
摩
書
房
）
参
照
。

（
２１
）
櫻
井
秀
勲
「「
秘
剣
」
の
頃
」（『
五
味
康
祐
代
表
作
集

月
報
㈠
』、
昭
和
五
六
年
二
月
）。

（
２２
）
例
え
ば
、
五
味
が
坂
口
安
吾
の
評
価
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
、「
遠
耳
・
色
模
様
」（『
八
百
長
人
生
論
』（
昭
和
三
五
年
七
月
、
角

川
書
店
）
所
収
）
で
確
認
で
き
る
。

（
２３
）
説
話
は
直
木
三
十
五
『
剣
豪
伝
』
に
見
ら
れ
、「
喪
神
」
と
同
様
に
、
本
著
を
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２４
）
大
井
広
介
「
剣
豪
ブ
ー
ム
の
秘
密
」（『
図
書
新
聞
』
昭
和
三
一
年
一
月
一
日
）
で
は
、「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
と
い
う
意
味
は
、
五
味

が
中
間
チ
ャ
ン
バ
ラ
小
説
の
う
ち
、
最
も
虚
構
に
工
夫
を
み
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
中
山
義
秀
作
品

で
も
剣
術
極
意
の
描
写
が
入
念
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
「
新
剣
豪
伝
―
―
伊
藤
一
刀
斎
」
で
示
さ
れ
た
の
は
、
古
藤
田
俊
定
『
一

刀
斎
先
生
剣
法
書
』（
承
応
二
年
成
立
）
の
引
用
に
よ
る
既
成
の
極
意
で
あ
る
。

（
２５
）
論
争
に
関
し
て
は
、
尾
崎
秀
樹
『
大
衆
文
学
の
歴
史
』
や
小
島
英
煕
『
剣
豪
伝
説
』（
平
成
九
年
五
月
、
新
潮
社
）
に
詳
し
い
。

（
２６
）
縄
田
一
男
「
五
味
康
祐
の
懊
悩
」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
平
成
二
二
年
二
月
〜
四
月
）。

（８５）
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（
２７
）
宮
本
武
蔵
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
直
木
、
吉
川
等
多
く
の
作
家
が
利
用
し
た
宮
本
武
蔵
遺
蹟
顕
彰
会
編
纂
『
宮
本
武
蔵
』（
明
治

四
二
年
四
月
、
金
港
堂
）
に
拠
る
。
な
お
、『
五
輪
書
』『
兵
法
三
十
五
箇
条
』
と
も
に
、
五
味
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
人
物
双
曲
線
⑯
剣
豪

も
の
花
形
作
家
」（『
週
刊
朝
日
』
昭
和
三
二
年
七
月
十
四
日
）
で
「
タ
ネ
本
」
と
し
て
挙
げ
た
、
吉
丸
一
昌
校
訂
『
武
術
叢
書
』（
大
正

四
年
五
月
、
国
書
刊
行
会
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２８
）
縄
田
一
男
「
五
味
康
祐
の
懊
悩
」
は
、
五
味
の
愛
唱
し
た
伊
藤
静
雄
「
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
」（『
わ
が
ひ
と
に
与
ふ
る
哀
歌
』

昭
和
十
年
十
月
、
コ
ギ
ト
発
行
所
）
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
剣
劇
描
写
と
、
作
家
論
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
２９
）
柳
生
厳
長
『
正
伝
・
新
陰
流
』（
昭
和
三
二
年
九
月
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）。

（
マ
マ
）

（
３０
）
林
亮
勝
「
作
ら
れ
た
「
柳
生
連
也
斎
」」（『
人
物
往
来
特
集
』
昭
和
三
二
年
十
月
）
の
本
文
惹
句
に
は
、「
連
也
斉
は
、
実
は
架
空

な
人
物
だ
っ
た
」
と
あ
る
。

（
３１
）
注
（
２６
）
に
同
じ
。

（
３２
）
真
鍋
元
之
『
増
補
大
衆
文
学
事
典
』。

（
３３
）
遠
藤
誠
治
「
五
味
康
祐
「
喪
神
」
論
―
―
伊
東
静
雄
、
宮
沢
賢
治
、
リ
ル
ケ
、
坂
口
安
吾
と
の
関
連
を
中
心
に
―
―
」（『
作
品
研
究
』

創
刊
号
、
昭
和
六
一
年
十
月
）。

（
３４
）
江
藤
淳
「
解
説
」（『
新
日
本
文
学
全
集

第
十
五
巻

五
味
康
祐
集
』
昭
和
三
九
年
九
月
、
集
英
社
）。

も
ん
が
い
し
ょ
ひ
ょ
う

（
３５
）
中
曽
根
康
弘
「
俗
見
多
謝
」（『
図
書
新
聞
』
昭
和
三
一
年
一
月
一
日
）
で
は
、
連
也
斎
の
神
秘
性
、
超
人
性
を
「
非
合
理
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

（
３６
）
鈴
木
礼
太
郎
『
武
道
極
意
』（
昭
和
九
年
十
一
月
、
平
凡
社
）
参
照
。
五
味
作
品
で
は
「
一
刀
斎
は
背
番
号
６
」（『
小
説
公
園
』
昭
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和
三
十
年
六
月
）
に
、
鈴
木
の
名
が
見
え
る
。

（
３７
）
五
味
「
康
祐
年
譜
」（『
八
百
長
人
生
論
』
所
収
）
に
は
、
芥
川
賞
受
賞
以
前
に
、
神
学
書
を
熟
読
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
安
吾
は
、
檀
一
雄
等
、
五
味
と
共
通
の
知
人
を
介
し
知
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
３８
）
注
（
３３
）
の
遠
藤
論
文
で
は
、「「
喪
神
」
の
幻
雲
斎
の
心
が
自
然
と
の
一
体
化
と
い
う
、
よ
り
深
く
健
康
な
形
で
連
也
斎
の
中
に
再

生
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３９
）
「
円
月
殺
法
」
へ
の
言
及
は
、
拙
稿
「
円
月
殺
法
論
Ⅰ
―
―
そ
の
典
拠
―
―
」（『
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』
第
１６
号
、
平
成

二
十
年
三
月
）
と
「
円
月
殺
法
論
Ⅱ
―
―
そ
れ
は
、
な
ぜ
効
く
の
か
―
―
」（『
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』
第
１７
号
、
平
成
二
十
年

九
月
）
に
基
づ
く
。

（
４０
）
本
随
筆
は
改
稿
後
、『
柳
生
連
也
斎
』
に
「
連
也
斎
縁
起
」
と
し
て
収
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
勝
敗
不
明
の
結
末
と
い
う
認
識

を
流
布
さ
せ
た
一
因
と
い
え
る
。

（
４１
）
例
え
ば
、
柴
田
錬
三
郎
と
の
対
談
「
剣
豪
作
家
大
い
に
語
る
」（『
図
書
新
聞
』
昭
和
三
一
年
十
月
二
七
日
）
で
は
、「
書
き
終
っ
た

時
に
次
が
出
な
か
っ
た
。
初
め
か
ら
あ
ん
な
ふ
う
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
は
な
ん
に
も
な
し
で
す
よ
」
と
発
言
し
て
い
る
。

（
４２
）
「�
剣
豪
も
の
�
の
ペ
ン
豪
」
に
よ
れ
ば
、『
秘
剣
』『
柳
生
連
也
斎
』
の
二
冊
は
、
昭
和
三
十
年
末
時
点
で
計
十
三
万
部
を
売
り
上
げ

て
い
る
。

（
４３
）
矢
野
八
朗
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
柴
田
錬
三
郎
と
の
一
時
間
」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
昭
和
三
七
年
一
月
）
に
は
、「「
新
刊
診
断
書
」

（
現
行
）
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
わ
た
し
が
つ
く
っ
た
」
と
あ
り
、
引
用
し
た
回
の
筆
者
も
同
様
と
推
測
さ
れ
る
。

（
４４
）
櫻
井
良
樹
「
宮
本
武
蔵
の
書
か
れ
方
と
読
ま
れ
方
―
―
歴
史
的
考
察
―
―
」（
水
野
治
太
郎
他
編
『『
宮
本
武
蔵
』
は
生
き
つ
づ
け
る
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か
―
―
現
代
世
界
と
日
本
的
修
養
―
―
』
平
成
十
三
年
四
月
、
文
真
堂
）。

（
４５
）
決
意
に
つ
い
て
、
大
村
彦
次
郎
『
文
壇
栄
華
物
語
』
で
は
、
デ
ビ
ュ
ー
前
の
不
遇
時
代
よ
り
「
世
話
に
な
っ
た
新
潮
社
役
員
斉
藤
十

一
の
恩
誼
に
報
い
る
た
め
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
４６
）
「
あ
と
が
き
」
は
、『
柳
生
武
芸
帳

巻
之
七

高
麗
直
刀
』（
昭
和
三
四
年
六
月
、
新
潮
社
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
４７
）
柴
田
錬
三
郎
「
眠
狂
四
郎
無
頼
控
続
３０
話
」（『
週
刊
新
潮
』
昭
和
三
四
年
一
月
五
日
〜
七
月
二
七
日
）。
初
出
時
は
「
眠
狂
四
郎
無

頼
控
―
新
第
○
話
―
」
と
表
記
さ
れ
、
昭
和
三
四
年
十
月
、
新
潮
社
か
ら
の
刊
行
に
際
し
、
通
し
タ
イ
ト
ル
が
与
え
ら
れ
た

（
４８
）
日
沼
倫
太
郎
「
百
万
人
の
時
代
小
説
」（『
純
文
学
と
大
衆
文
学
の
間
』（
昭
和
四
二
年
五
月
、
弘
文
堂
新
社
）
所
収
）。

（
４９
）
「
み
や
び
」
と
「
武
」
の
対
決
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
縄
田
一
男
に
よ
り
新
潮
文
庫
版
『
柳
生
武
芸
帳
()下
』（
平
成
五
年
五
月
）
解
説
や

「
五
味
康
祐
の
懊
悩
」
で
、
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５０
）
秋
山
駿
「
時
代
小
説
に
つ
い
て
」（『
文
学
界
』
昭
和
三
九
年
十
月
〜
十
二
月
）
や
、
日
沼
倫
太
郎
「
殺
し
の
美
学
・
五
味
康
祐
」（『
純

文
学
と
大
衆
文
学
の
間
』
所
収
）
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

附
記

・
流
布
本
を
重
視
す
る
意
図
か
ら
、
引
用
は
、「
喪
神
」「
柳
生
連
也
斎
」
は
新
潮
文
庫
版
『
秘
剣
・
柳
生
連
也
斎
』（
昭
和
三
三
年

八
月
）
に
、「
柳
生
武
芸
帳
」
は
文
春
文
庫
版
『
柳
生
武
芸
帳
』
上
下
巻
（
平
成
十
八
年
四
月
）
に
拠
っ
た
。

・
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
課
題
番
号
二
四
五
二
〇
二
〇
五
）
の
助

成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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・
本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
会
二
〇
一
〇
年
度
秋
季
大
会
（
於
三
重
大
学
、
十
月
二
二
日
）
で
の
小
嶋
洋
輔
、
高
橋
孝
次
、
西
田
一

豊
、
牧
野
悠
に
よ
る
パ
ネ
ル
発
表
「「
中
間
小
説
」
の
問
題
系
―
―
昭
和
二
〇
年
代
の
黎
明
」
の
筆
者
担
当
内
容
に
基
づ
い
て
い

る
。
会
場
で
の
貴
重
な
御
教
示
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
五
味
康
祐
の
蔵
書
閲
覧
に
関
し
、
練
馬
区
文
化
振
興
協
会
学
芸
員

の
山
城
千
惠
子
氏
の
ご
協
力
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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